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はじめに 


NAS(Network Attached Storage ) は、既 i 存環境に対■する変更を加えることなく、大規模ストレ ' —ジシス 
テムを提供するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーバーです。 

一般的に NAS は非常に導入が容易です。ネットワーク管理や 0 S に関する広範な知識がなくとも使用 
することができ、通常管理業務はクライアントから Web ブラウザベースの GUI 経由で行うことができま 
す。ユーザーは NAS をネットワークに接続して電源を巧入し、最小限の七ットアップ作業を行うだけで 
運用を開始することができます。 

NAS アプライアンス製品にはな下があります。 
iStorage NS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P 小規模ユーザー向け 

iStorage NS 410 / NS 420 / NS 610 / NS 810 G 中大規模ユーザー向け 

全モデルについて記述する場合ここでは fiStorage NSj とします。をモデルに限をして記述する場合そ 

れぞれ 「iStorage NS 21 P ほたは NS 21 P)」、「iStorage NS 41 P (または NS 41 P ) J、「iStorage NS 42 P (ま 
たは NS 42 P ) し 「iStorage NS 22 P (または NS 22 P) 」、 「iStorage NS 410(または NS 410) J JiStorage NS 420 
(または NS 420 )」、「iStorage NS 610 (または NS 61 0) J、「iStorage NS 810 G (または NS 810 G )」 とし 
ます。また、 iStorage NS 22 P はハードディスクの構成により、 NF 8100 -115 ( ソフトミラー）と NF 8100 -119 
(ハードウェアミラー）の2モデルあり、モデル固有の記述である場合は、それぞれ 「iStorage 
NS 22 P [ NF 8100 -115] (または NS 22 P [ NF 8100 -115 ] )」、 「iStorage NS 22 P [ NF 8100-119](または 
NS 22 P [ NF 8100-119])」とします。 


管理者ガイドは改版される場合があります。な下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確認 
して最新版をダウンロードしてください。 


http :// www . express . nec . co . jp / care / techmio / technas.html (2004/4/27 みを J 


广 - 

重要： iStorage NS シリーズは、 Microsoft Windows Powered を使用して作成されたフアイル 
サーバ専用機です。標準の Windows サーバーとは違い、ファイルサーバな外でのご利用はで 
きませんのでご注意下さい。 

V J 








重要 


修正モジュールについて 

システムのリビジョンアップや修正モジュールの適用は、弊社の指示に従って適用する必要があります。 
マイク ロソフ ト社が一般に公開している修正モジュールをマイク ロソフ ト社の指示に従って適用すること 
はできません。システムのリビジョンアップや修正モジュールの指示は、な下の URL または PP •サポート 
サービス *1 にて公開しています。 

nttpV / www . express . nec . co . ip / index.html (2 QQ 4/04/27 現を) 

*1 PP . サポートサービスでは、上記 URL では公關していない最新の修正モジュールを入手するこ 
とができます。ご契約については、販売店等にご確認ください。 


セキュリティパッチについて 

「 Express 5800 / Storage および iStorageNS シリーズ」では、英語版のセキュリティパッチを巧用します。 
修正モジュールは、マイクロソフト社のサイトからおを様自身にて入手してください。 

馈当パッチは、 「 MS 01-044」 等の番号により英語サィト内で検索可能） 

万が一七キュリティパッチを適応して、問題が発生した場合は、該当のセキュリティパッチを削除してく 
ださい。 

一部のセキュリティパッチは、な下のサイトに適応ホ法が掲載されています。ご確認ください。 
nttpV/www.express.nec.co.iP/aload/istorage/nsis/update.html (2004/04/27 現巧) 
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システム管理者は iStorageNS の導入にあたり事前に次のような検討、準備を行う必要があります。な 
お 、 iStorage NS の管理用に iStorage NS とは別に Windows マシンが必要となります。また、その管理 
マシン上に Web ブラウザが必要です。 

CQ ご巧用になれる Web ブラウザは Windows 対•応のインターネットエクスプローラで 
ず 。 iStorage NS の管理用には Internet Explorers . 5な上をご使用下さい。 

V J 


1.1 LAN 運用環境 

LAN の運用についてな下の情報をネットワーク管巧者とご相談の上決定して下さい。 

•ネットワークへの接続形態（ワークグループとして接続するか、既存のドメインに参加するか） 

• I P アドレスの設定ち式 （ DHCP を使用するかどうか） 

-初期設定に必要な情報 

. コンピュータを 
. 管巧者■パスワード 

CQ ドメインに参加させる場合も、初期設をではワークグループとして登録します。ド 
メインへの参加は起動後、管巧画面から行います。詳細は 4.3 節を参照してください。 

IP アドレスとマスク値 （ IP アドレスを直接指定する場合） 

• デフオルトゲ'ートウエイ 

• DNS サーバーの IP アド レス 

1.2 ネットワーク構成 

複数の LAN ポートを使用する場合、ポートをに I P アドレスを割り当てて静的に分散{ま用するホをと、 

2ポートあるネットワークアダプタ、あるいは複数枚のネットワークアダプタを使ってネットワークの負 
荷分散および回線の冗長化を行うホをがあります。どのような形態で構成するかをご検討下さい。後者の 
方法で利用することができる機能はな下のとおりです。 


Adapter Fault 呪 lerance ( AFT ) 

複数のアダプタでグループを作り、使用されているアダプタに障害が発生した場合に自動的にグループ内 
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の化のアダプタに処理を移行させます。 

Adaptive Load Balancing ( ALB ) 

複数のアダプタでグループを作り、 コンピュータからの 送信パケットをグループすべてのアダプタ から 行 
うことにより、スループットを向上させます。受信処 a は1枚のアダプタのみで行われますが、このアダ 
プタに障害が発生した場合は自動的にグループ内の化のアダプタに受信処理を移行させます。 


1.3 ディスク構成 


iStorage NS 21 P / NS 22 P [ NF 8100-115]は2台のディスクが RAIDl のソフトミラーとなっています。 
iStorage NS 22 P [ NF 8100-119]/ NS 41 P / NS 42 P / NS 410/ NS 420/ NS 610 はディスクアレイコントローラを内 
蔵し、複数のハードディスクをアレイディスクとして使用しています。アレイディスクは RAID 構成を取 
っており 、 iStorage NS 41 P / NS 42 P / NS 410/ NS 420/ NS 610 は冗長性と性能の双方を考慮して、デフォルト 
では RAIDS の設定になっています （ NS 420/ NS 610 の 0 S 部は RAID 1 構成 ）。 iStorage NS 22 P 
[ NF 8100-119]では2台のディスクが： RAID 1 のハードウエアミラーとなっています 。 iStorage NS 810 G は 
iStorage S シリーズを接続して使用しています （0 S 部は内蔵ディスクを RAID 1 構成)。 
iStorage NS 410/ NS 420/ NS 610/ NS 810 G で容量が不足する場合はディスクを増設してあ張します。 
(iStorage NS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P では容量のあ張はできません。） 


1.3.1 RAID 構成と ハードディスク 

iStorage NS は、標準ではな下のディスク構成になっています。 


モデル 

物理ディスク容量 

RAID 構成 

ユーザー 領域 

iStorage NS 21 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

80.0 GB X 2個 

(0 S 含む） 

RAID 1 (ソフトミラー） 

約 70.0 GB 

(NTFS フォーマット） 

iStorage NS 22 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

[ NF 8100-115] 

120.0 GB X 2個 

(0 S 含む） 

RAID 1 (ソフトミラー） 

約 99.6 GB 

(NTFS フォーマット） 

iStorage NS 22 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

[ NF 8100-119] 

120.0 GB X 2個 

(0 S 含む） 

RAIDl レ、ードウ エア ミラー） 

約99.75 GB 

(NTFS フォーマット） 

iStorage NS 41 P 

エントリモデル 

ミニタワータイプ 

120.0 GB X 4個 

(0 S 含む） 

RAID 5(3 D + P ) 

約 325 GB 

(NTFS フォーマット） 
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iStorage NS 42 P 

エントリモデル 

タワータイプ 

120.0 GB X 4個 

(0 S 含む） 

RAID 5(3 D + P ) 

約 323 GB 

( NTFS フォーマット） 

iStorage NS 410 

エントリモデル 

ラックタイプ 

73.2 GB X 3個 

(0 S 含む） 

RAIDS 但 D + P ) 

約 127 GB 

( NTFS フォーマット） 

iStorage NS 420 

ミツドレンジモデル 

ラックタイプ 

73.2 GB X 3個 

(データ部） 

RAIDS 但 D + P ) 

約 136 GB 

( NTFS フォーマット） 

iStorage NS 610 

ミツドレンジモデル 

ラックタイプ 

73.2 GB X 3個 

(データ部） 

RAIDS 但 D + P ) 

約 136 GB 

( NTFS フォーマット） 

iStorage NS 810 G 

ハイエンドモデル 

ラックタイプ 

データ部デイスクは iStorage S 1200/1300/2200/2300 から選択。 

詳細は当該の S シリーズ製品の案内を参照。 


容量の拡張により、利用可能な最大ユーザーデータ領域はが下のとおりです。 *2002 年12月10日現在 


モデル 

最大ユーザー領域 

iStorage NS 21 P 


ライトモデル 

容量の化張はできません 

スリムタワータイプ 


iStorage NS 22 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

NF 8100 -11 目 / NF 8100-119 

両モデルとも容量の拡張はできません 

iStorage NS 41 P 


エントリモデル 

容量のあ張はできません 

ミニ タワータイプ 


iStorage NS 42 P 


エントリモデル 

容量のあ張はできません 

タワータイプ 


iStorage NS 410 

約7221.2 GB * 注1 

エントリモデル 

( NTFS フォーマット） 

ラックタイプ 


iStorage NS 420 

約7026.5 GB * 注1 

ミツドレンジモデル 

( NTFS フォーマット） 

ラックタイプ 
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iStorage NS 610 

約 6685.4 GB * 注2 

ミツドレンジモデル 

(NTFS フォーマット） 

ラックタイプ 


iStorage NS 810 G 

データ部デイスクは iStorage 別200/1300/2200/2300から選択。 

ハイエンドモデル 

詳細は当該の S シリーズ製品の案内を参照。 

ラックタイプ 



* 注 1 増設ディスクエンクロージャ X 5台接続時 


* 注2 増設ディスクエンクロージャ X 5 台接続時 （5 台目を接続する際は PCI スロット1に実装されて 
いるコントローラのチャネル0に接続します。ただし、内蔵用チャネル0コネクタに接続されて 
いるケーブルを取り外し、内蔵のデータディスク （3 〜5台）を5台目の増設エンクロージャに 
移設する必要があります。） 


iStorage NS 41 P / NS 42 P / NS 410/ NS 420/ NS 610 では、 RAIDO , 1，5が使用可能ですが 、 RAID 構成は冗長 

性と性能の両方に優れた: RAID 5 を推奨します。また、必ずスペアディスクを設定し、更に一つのディス 
ク増設ユニットで多くのディスクを使用する場合、ユニット内を複数の： RAID 構成に分けることで、屋体 
内の全てのディスクが使用不可になる事態を予防する構成をお勧めします。 

iStorage NS 22 P [ NF 8100-119]では RAID 0、 RAID 1 でご使用になれます。 


iStora 逆 NS 22 P fNF 8100-119]の推ぶ RAID 構成 


ディスク數 

推奨： RAID 構成 

2 

RAID 1 ( D + P ) * 出荷時構成 

RAID 0 但 D ) 


iStor をが NS 41 P の推奨 RAID 構成 


ディスク數 

推奨 RAID 構成 

4 

RAID 5(3 D + P ) * 出荷時構成 

RAID 5 但 D + P + S ) 

RAID 0(4 D ) 

RAIDl ( DP ) + RAIDl ( DP ) 


4 
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iStora が NS 42 P の推奨 RAID 構成 


ディスク數 

推奨 RAID 構成 

4 

RAID 5(3 D + P ) * 出荷時構成 

RAID 5(2 D + P + S ) 

RAID 0(4 D ) 

RAIDl ( DP ) + RAIDl ( DP ) 


- % 

Cy iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119]/ NS 41 P / NS 42 P はディスクを増設することはできま 

せん。しかし、出荷時状態からの: RAID 構成を上記のように変更することはできます。そ 
の場合、再インストールが必要になりますのでご注意ください。尚、 RAIDO 構成時はデー 
夕の冗長性がなくなります。ご巧解の上で: RAID 構成をを更して下さい。 

V J 


iStor ^ N %； L 0 の推奨 RAID 構成 


ディスク數（例） 

推奨 RAID 構成 

3 

RAID 目 (2 D + P ) 

* NS 410 内蔵 

6 

RAID 5(4 D + P)+S または RAID 5(2 D + P ) X 2 

* NS 410 内蔵 

12 

RAID 5(4 D + P )+ S + RAID 5(4 D + P)+S 

* NS 410 内蔵 + ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 1 接続時 

20 

RAID 5(4 D + P )+ S + RAID 5(4 D + P ) X 2+ RAID 5(2 D + P)+S 

* NS 410 内蔵 + ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 1 接続時 

34 

RAID 5(4 D + P)+S + [ RAID 5(4 D + P ) X 2 + RAID 5(2 D + P )+ S ] X 2 

* NS 410 内蔵 + ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) xi + 

ディスク増設ユニット的8141 -32 X ) X 2 接続時 

76 

RAID 5(4 D + P)+S + [ RAID 5(4 D + P ) X 2 + RAID 5(2 D + P )+ S ] X 5 

* NS 410内蔵 + ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 2+ 

ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 日接続時 


5 
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iStorage NS 420 の推奨 RAID 構成 


データ用ディスク数（例） 

推奨 RAID 構成 

3 

RAID 5 bD + P ) 

* NS 420 内蔵 

4 

RAIDS 但 D + P)+S または RAID 5(3 D + P ) 

* NS 420 内蔵 

10 

RAID 5但 D + P )+ S + RAID 5(4 D + P)+S 

* NS 420 内蔵 + ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 1接続時 

18 

RAID 56 D + P )+ S +： RAID 5(4 D + P ) X 2+： RAID 5 但 D + P)+S 

* NS 420 内蔵+ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 1接続時 

32 

RAID 5 但 D + P)+S + [ RAID 5(4 D + P ) X 2+ RAID 5 但 D + P )+ S ] X 2 

* NS 420 内蔵+ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) xi + 

ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 2 接続時 

74 

RAID 5 但 D + P)+S + [ RAID 5(4 D + P ) X 2 + RAID 5 但 D + P )+ S ] X 5 

* NS 420 内蔵+ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 2+ 

ディスク増設ユニット ( N 8141 -32 X ) X 5 接続時 


iStor が§ NS 610 の推奨 RAID 構成 


データ用ディスク數（例） 

推奨 RAID 構成 

3 

RAID 5 bD + P ) 

* NS 610 内蔵 

5 

RAID 5(3 D + P)+S 

* NS 610 内蔵 

11 

RAID 5(3 D + P)+S 十 RAID 5(4 D + P)+S 

* NS 610 内蔵 + ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 1+ 

ディスク増設ュニット ( N 8141 -32 X ) X 1 接続時 

19 

RAID 5(3 D + P )+ S + RAID 6(4 D + P ) X 2+： RAID 5 但 D + P)+S 

* NS 610 内蔵 + ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 1+ 

ディスク増設ュニット ( N 8141 -32 X ) X 1 接続時 

33 

RAID 5(3 D + P)+S + [ RAID 5(4 D + P ) X 2+ RAID 5 但 D + P )+ S ] X 2 

* NS 610 内蔵+ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 1+ 

ディスク増設ュニット ( N 8141 -32 X ) X 2 接続時 

70 

[ RAID 6(4 D + P ) X 2 + RAID 6 但 D + P )+ S ] X 6 

* ディスクアレイコントローラ ( N 8103 -53 A ) X 2+ 

ディスク増設ュニット ( N 8141 -32 X ) X 5 接続時 

(内蔵 HDD (データ部)をディスク増設ュニット移設が必要） 
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1iStorage NS 導入の準備 


iStorage NS 81 OG では、ディスクとして iStorage S シリーズをお選びいただいています 。 iStorage S 
シリーズを使用した場合の推奨構成はな下をお勘めします。 


iStor ^ NSSWG の推奨 RAID 構成 


Disk 数（例） 

推奨 RAID 構成 （ iStorageS 2200接続時） 

6 

RAID 6(4 D + P)+S 

15 

RAID 5(6 D + P ) X 2 +S 

な下、旧 tora が S シリーズに接続する増設デイスク ユニット 単位で 

な下の論 a ボリューム構成で追加 

増設 DEU 当りの推奨構成； RAID 6(6 D + P ) X 2 + S 


1.4 オプション機能 

標準機能に加え、バックアップ、電源管®、ウイルスチェック等のオプションソフトウェアもご使用に 
なれます。購入方法など、詳細は販売店あるいは當業担当者にご相談下さい 。 iStorage NS では、添付の 
ソフトウエアとオプシヨンソフトウエアな外はご使用になれません。 
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2 iStorage NS 導入 .運用の流れ 


2 iStorage NS 導入 • 運用の流れ 

本章では 、 iStorage NS のおを様の環境への導入時と、導入後の運用時に管理者が行う事項について、 
全体の流れを概観します。本章で全体の流れを把握し、な降のを章で詳細を参照しながら導入-運用を行 
つて下さい。 

2.1 導入 

2.1. 1 導入の流れ 

旧 tor age NS を導入する際は、な下の流れに従います。（太線は次節の例での流れ） 

iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119]/ NS 41 P / NS 42 P で RAID 構成を出荷時の状態から変更する場合は 、 RAID 
構築. 0 S 再インストールが必要になります。 
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2 iStorage NS 導入 . 運用の流 , 



UPS の使用/未使用 




2 iStorage NS 導入.運用の流 


電源管理の設定^17章参照 

. UPS に SNMP カードの装着 （ LAN ケーブルに 

よる運用の場合） 

- BIOS 設定のを更 

- 接続と設をソフトウェアのインストールと設 
を 


未使用 


▼ 




ESMPRO/ServerManager での監侃 




使用（推奨） 

管巧ソフトウエアの設を 
• ESMPRO/ServerManager インストール 
-設定 




未使用 


C 


バックアップの使用/未使用 


使用（推奨） 





バックアップ設定 

1 ソフトウェアインストール（オプション） 1 

^15章参照 


. バックアップ設定- 

一 15章参照 


未使用 


7 - 


-^ 


運用關始 


心 


- ぶ 


導入 フロー 図 




2 iStorage NS 導入.運用の流れ 


2.1.2 導入例 

ここでは、上記の流れに基づき、な下の例を用いて旧 torage NS 導入と運用の流れを説明します。導入 
しようとする iStorage NS の構成と導入先のネットワーク環境は下記を想定します。本節で紹介している 
手順は、あくまでも下記の構成での例です。前節での導入フロー図を参考に、おを様がお f まいの環境に合 
わせた導入を行って下さい。 


構成例 ： iStorage NS 410 (エントリモデルラックタイプ）を導入し、 Windows 環境のファイル 


サーバとして使用。 Windows マシンを管巧用 P C としてイ吏用。 

運用環境 :既存のドメインに参加。 

ネットワーク構成 : ALB を巧った負荷分散及び回線の冗長化を実施。 

ディスク構成 :標準の3個+ 2個の HDD を追加し合計5個でディスクアレイを構成。 
オプション機能 :全データのバックアップを行う（オプションソフトウエアはイ吏用せず 
に標準のバックアップ機能を使用）。 UPS による電源管巧をスケジュ 
ーリングする。 

その他 : E SMPRO を使用して運用管®する。 

MWA を使用して BIOS の設を変更を行う。 



巧ちのドメイン 



図.導入例の構成 
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2 iStorage NS 導入.運用の流れ 


導入手順 : 

な下で述べている導入の手順は、導入フロー図において太枠、太字で示している項目に対応します。流 
れを把握する際に参考にして下さい。また詳細は導入フロー図にある参照先をご参照下さい。 

1 ) セットアップ 

- LAN に接続します。（接続するポートはユーザーズガイドで確認） 

. 管 a 用 PC で初期設をツールを起動します。 

. 設を情報をインポートします。 

• iStorage NS の起動を行います。 

-ドメインへの参加を行います。 

2) ディスクの追カロ 

. 2個の HDD を増設します。 

- Global Array Manager ( GAM ) を使用してディスクアレイ構成を変更し5個の HDD でディスク 
アレィを構成します。（論 a ディスクを一つ追加） 

• WebUI の「ディスクとボリューム」から追加したディスクのボリュームを作成します。 

. ディスクアレイ コンフィグレーション 情報をバックアップします。 

3) LAN 設定 

- ALB を構成する LAN ポートを LAN に接続します。 

- WebUI を巧用して、負荷分散機能を設定します。 

4) ファイル共有の設を 

-クライアントからアクセス可能な共有を宣言します。 

-公開している共有に対して、アク七ス権を設定します。 

5) UPS 設定 

[ LAN ケーブルによる UPS 運用の場合] 

- UPS に SNMP カードを装着します。 

- BIOS の設ををを更します。 

-管巧用 PC と UPS の SNMP カードを RS 232 C ケーブルで接続しハイパーターミナルで SNMP 力 
ードの IP アドレスを設定します。 

- SNMP カードを LAN に接続し、管 a PC のブラウザで SNMP カードにアクセスし iStorage NS 
の IP アドレスの設を等を行います。 

• WebUI の巧, —ミナルサービスを巧用して iStorage NS に ESMPRO/AutomaticRunningContr 址 er 
および ESMAC/AC Enterprise をインストールしスケジュール設定を行います。 

[ COM ケーブルによる UPS 運用の場合] 

- UPS と旧 torage NS を COM ケーブルで接続します。 

- BIOS の設ををを更します。 

- WebUI のターミナル サービスを 巧用して iStorage NS に ESMPRO/UPSManager (PowerChute 
Business Edition セット）をインスト ' —ルしスケジュール設をを行います。 
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2 iStorage NS 導入.運用の流れ 


6) 管巧ソフトウ卫アの設定 

• 管巧用 PC に ESMPRO / ServerManager をインスト ■ —ルします。 

ESMPRO/ServerManager は 保守- 管理 ツール CD-ROM (iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 42 P 
の場合は [ EXPRESSBUILDER ( SE ) CD -： ROM ]) に格納されています。旧 torage NS を監視するソフ 
トウェア rESMPRO / ServerAgentJ はあらかじめシステムの一部として本体に組み这まれています。 
-管理巧象として旧 tora 邑 eNS を追加します。 

7) データ（ユーザーデータ/システム状態データ）のバックアップ設定 
. バックアップ巧象、スケジュールの設定を行います。 

2.2 運用-保守 

旧 torage NS は、 NEC が提供するサーバー管巧.監視ソフトウェア ESMPRO で管®できます。巧用し 
ているネットワーク上で ESMPRO を運用していない場合は、管理用 PC にインストールした 
「 ESMPRO / ServerManagerJ で管理して下さい。 

また、運用中、何らかの原因でディスクが故障するなどの事態が起こった場合には、ディスクの交換を 
行う必要が有ります。旧 torage NS では冗長性を持った RAID 構成をデフォルトとしていますので、1つ 
のディスクが故障した場合でも、そのディスクを交换して RAID 構成を復旧する事で、データを失う事無 
しに運用を継続できます。また、旧 torage NS のソフトウェアを再インストールする事で、工場出荷時の 
状態に戻す事も可能です。 

2. 2. 1 運用.保守の流れ 

運用中、 ESMPRO / ServerManager により 、 iStorage NS のが:態を監視します。異常を検知したら、ど 
の部分かの異常を特定し、その対策を取ります。詳細は18章をご参照ください。 

2. 2.2 運用.保守例 

2.1 節の例で導入した iStorage NS を運用中、ディスクの異常を検知した場合の対処例を説明します。 


運用-保守手順 : 

1) ESMPRO での監視 

• ESMPRO / ServerManager により 、 iStorage NS の状:態を監視します。ディスクの異常を検知した 
場合、ディスクの交換を行います。 

2) ディスクの交换 

. ディスクの交换を行います。 

- RAID 再構成を行います。 

- ESMPRO で復旧したことを確認します。 
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2 iStorage NS 導入 .運用の流れ 


詳細は5章を参照してください。また、 RAID 再構成で復旧不可能な場合は 、 iStorage NS のソフトウ 
ェアの 再 インス トールを行います。 

3 ) 再インスト ' ール&リストア 

• iStorage NS の 0 S の再インストールを行った後、全データをリストアし 、 iStorage NS を Backup 
時点の状態に戻します。詳細は本書の15章、および、ユーザーズボイド「ソフトウェアの再インス 
トール」を参照してください。 
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3 システムの七ットアップ 


3 システムのセットアップ 

义1システムのセットアップ 


iStorage NS のセットアップでは専用の初期設定ツールを巧います。初期設をツールは「旧 torage NS 保 

守-管理ツール CD - ROM (iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 42 P の 場合は 
[ EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM ]) j 内にあります 。 Windows マシンの CD - ROM ドライブにセットし 
てご使用ください。 


r 


CQ iStorage NS は、ネツトワーク経由で初期設定を行います。初期設定に使用する LAN ポ 
ートについてはスタートアップガイドで確認してください。指をな外の LAN ポートにケーブ 




ルが接続されていると初期設定に失敗し、再インストールが必要になる恐れがありますのでご 


注意ください。 システムの 電源を ON すると本体が起動を開始し、「ビープ音が2回長く 4回 


V 


短く J を4回繰り返したら、正常に起動したことになります。 


J 


3.1. 1 初期設定 ツールの 起動 

初期設定ツールの実行は 、 iStorage NS と同じネットワーク上にある Windows マシン 
( Windows 95/98/ Me 、または Windows 2000 /Windows NT 4.0 、 Windows XP ) と添付の 「iStorage NS 保 
守.管理ツール CD ROM (iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 42 P の場合は 
[ EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM])j を巧用します。 



1. 任意の Windows マシンの CD - ROM ドライブに iStorage NS 保守. 管巧ツール CD-ROM 
(iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 42 P の場合は [ EXPRESSBUILDER ( SE ) CD -： ROM ]) を七ットし 
ます。 Autorun 機能により Install Menu が自動的に表示されます。表示されない場合は 、 iStorage 
NS 21 P / NS 410/ NS 610/ NS 810 G では CD ROM ドライブ内の 「¥ IMENU ¥1 ST ' EXE し iStorage 
NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 では CD - ROM ドライブ内の 「¥ MC ¥ lST . EXEj を実行してくださ 

い。 
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3 システムの七ットアップ 


2. iStorage NS のモデルによってメニュー画面が異なります。それぞれの手順に従って初期設定ツール 
を起動すると、 エンドユーザーライセンス 契あ ( EULA ) の確認画面が表示されます烦回のみ )。 EULA 
を確認の上、同意する場合は [ はい]をクリックします。 


♦ な下の画面が起動した場合 

(iStorage NS 21 P / NS 22 P [ NF 8100 .115] / NS 410/ NS 610/ NS 810 G ) 


iStorage NS/FS Series - Install Menu 


1. [初期設定ツール]をク 
リックする 



♦ ：1^下の画面が起動した場合 (iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420) 


ぶ 


〇オンラインドキュタント 


保守 • g 理ツール CD-ROM 


4- 


■storage NS/FS Series 


Mostef Control Menu 


ソフトウェ 7 の 
セットアツブ 


〇わ 


CopirngN MIC CetpofoMon 


NEC 


1. [ソフトウェアのセット 
アップ]をクリックする 

2. 表示されたメニューから 
[初期設定ツール]をクリ 
ックする 


iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 42 P の場合は、「保守•管巧 ツール CD - ROM 」が 
rEXPRESSBUILDER ( SE ) J と表示されています。 
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3 システムの七ットアップ 


3.1.2 情報を設定する 

起動後、な下に従い、情報を設定します。 

1. 自動発見ウィンドウが表示されるので、[開始]をクリックします。 

2. 旧 torageNS の一覧が表示されるので、設定したい旧 torage NS を選択し、[設を変更]をクリックす 
ると設を変更画面が表示します。 

CQ DHCP サーバーが存在してアドレスの取得ができる場合は、管理ツール 「 WebUIJ が 
起動します 。 「WebUI J を巧って設をを変更してください。このとき、通常使用するブラウザ 
の設をを Windows の 「Inetnet Explorer 日. 5な降」にしておいてください。 

V J 

3. [コンピュータを]欄にコンピュータを、 [ IP アドレス]欄に IP アドレス、[サブネットマスク]欄に 
サブネットマスクを入力します。 


V 


1. ネットワーク上に同一のコンピュータタを持つマシンが存在すると、設をを更後の再起 
動ができなくなります。コンピュータをが重複していないことを確認して下さい。 

2. IP アドレスの設をに間違いがあると、設を変更後の再起動や管巧ツール 「 WebUI 」 か 
らの接続ができない場合があります 。 IP アドレスに誤りがないことをご確認下さい。 

3. 設をする IP アドレス/サブネットマスクは、初期設定ツールを動作させているマシン 
と同 ー ネットワークになるように設をしてください。 


A 


J 


4. [適用]をクリックします。 

t 設を変更を確認するウインドウが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。サーバー設をの変更が始 

まり、サーバー設を状況の内容が順次更新されます。 

6. 完了メッセージが表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 



な上で、本装置の初期設定が完了し、 WebUI での管理ができる状態になりました。引き続き WebUI で情 
報を設定します。次節を参照してください。 
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3 システムの七ットアップ 


3.1.3 ネットワーク識別の設定 

1. 3.3 章の 「管理 ツール WebUI の起動」を参照して WebUI を起動します。 

2. WebUI の「ネットワーク」 一 「識別 J の画面を開き、な下を参照して必要な設定を行います。 

- ワークグループに参加させる場合は、「ワークグループ」を選がし、旧 torageNS を参加させるワー 
クグループをに変更します。 

- ドメインに参加させる場合は、「ドメイン」を選択し、ドメインコントローラに登録されている「ド 
メインあ」、「ユーザー名」およびレくスワード」を設定します。 

f -^ 

Cfl 「ユーザーを」には必ず「ドメインを¥ 」 を先頭につけて「ドメイン名¥ユーザー名」と入 
力してください。 

、 ぶ 


3. 「AppleTalk 夕"こ、設定した iStorage NS のコンピュータ名と同じ名前を入力します。 [0K] ボタン 


をクリックすると再起動の確認画面が表示されます。 

4. [0K] ボタンをクリックして再起動します。再起動が完了すると、ドメインまたはワークグループへの 

参加が完了します。 



- ^ 

再起動の画面が表示されない場合は、次の手順を行ってください。 

ブラウザの[更新]ボタンをクリックするなどして、 WebUI の画面を表示する。 
r メンテナンス J 一 [シャットダウン]を選択し、[再起動]を選択し、 iStorage NS を再 


起動させる。 

上記の画面も表示されない場合はな下の手順を行って下さい。 

一度ブラウザを終了し、 WebUI を再起動 

それでもアクセスできない場合には、旧 torageNS の POWER スイッチを押して終了後、 


あらためて電源を ON します。 


詳細はユーザーズガイド1章の 「iStorage NS について」 の「強制電源 OFF 」 や「電源の 


ON 」を参照ください。 


J 


再起動が完了したら、 iStorage NS の詳細な設定や iStorage NS にインストールされている管理アプリケ 
ーションの固有のセットアップを行います。ユーザーズガイドや本書のを章を参照してセットアップをし 
てください。 iStorage NS にインストール済みのアプリケーションは次のとおりです。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• Global Array Manager Server (iStorage NS21P/NS22P/NS41P/NS420/NS42P を除く） 

.Global Array Manager Client (iStorage NS21P/NS22P /NS41P/NS420/NS42P を除く） 

-自動クリーンアップツール (iStorage NS21P/NS22P /NS41P/NS420/NS42P を除く） 

• Array Recovery Tool (iStorage NS21P/22P /NS41P/NS420/NS42P を除く） 

• Power Console Plus (iStorage NS22P[NF 8100 -119]/NS41P/NS420/NS42P のみ） 

• エクスプレス通報サービス 
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3 システムの七ットアップ 


M Global Array Manager を使ってディスクアレイコントローラを管 S するには、な下の 
GAM の管 a 者用ユーザーが必要です。 （ iStorageNS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 420 を除く） 
< iStorageNS がドメインに参加している場合> 

. 管埋ま用のユーザータ ： gamroot (小文字） 

• 巧属するグル ■ —プ ： Domain Admins 


上記の設定は、ドメインコントローラ上でアカウントの登録を行います。 
< iStorageNS がドメインに参加していない場合> 

. 管巧を用のユーザータ ： gamroot (小文字） 

• 所属するグル ■ —プ ： Administrators 


上記の設定は、旧 torageNS 上で WebUI の[ユーザー]-[ローカルユーザー]によりユー 
ザー " gamroot " を登録し、[ユ ' —ザ'— ]— [n —カルグル ■ —プ]で " Administrators " グル 
ープにこのユーザー " gamroot " を追加します。 


WebUI の[コントローラ]メニューで複数のデバイスの管 a 似後、 MDM と呼びます）機能を使用される 
場合は、じ4章複数のデバイスの管理 （ MDM )] を参照してください。 
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3 システムの七ットアップ 


义2 システムの起動/シャツトダウン/再起動 

初期設定巧みの旧 torage NS の起動は、電源を ON にするだけです。また 、 iStorage NS のシャットダ 
ウンおよび再起動は、リモートの管 a 用 PC 上から行います。管理ツールの起動は次節を参照して下さい。 
シャツトダウン/再起動はこの管理ツールの「開始オペークから、な下の項目を選択します。 


1. WebUI の「メンテナンス J メニューをクリックする 

2. 「シャットダウン J ページで、「シャットダウン J または「再起動」を選び、ページ右下の 0 K ボタンをク 
リック十る 



ンャットダワンのスケンュ^ー リンク 

シャットダウン又は再起動をスケジューリングすることができます。シャットダウン、再起動のスケジ 
ュール設定は、な下の手順で行います。 


1. WebUI の「メンテナンス」一「シャットダウン」一「スケジュールされたシャットダウン」を選択します。 

2. シャットダウンをスケジュ'—ルするのか、再起動をスケジュ'—ルするかを選択した後、何日後、何時 
間後、何分後に当該動作を行うか、または曜日と時間を指定して当該動作を行うかを設定します。 

3. [〇町をクリックして設定を完了します。 

义3 管理ツール WebUI の起動 

iStorage NS を管;@するには、旧 torage NS とは別の管理用の PC が必要です。管理用 PC から Web 経 
由で管理ツールを起動して、坦 torage NS の管理を行います。最初に起動した隐には、な下の手順に従っ 
て管理者パスワードの変更を行って下さい。また、工場出荷が態では、日付/時刻の設定、通知電子メー 
ルの設定がなされていないため、初回起動時に設定することをお勧めします。 

1. 管理用 PC 上でインターネットエクスプローラを起動する 

2. アドレス （ http ://< NAS _ NAME >:8099/ または https ://< NAS _ NAME >:809 汾）を指定する 

£0 < NAS _ NAME > には旧 torageNS に付けたコンピュータをまたは IP アドレスを入力して 
ください。 
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3 システムの七ットアップ 


3. administrator 権限を持つユーザーをとパスワードでログインする（導入時の初回起動ではパスワー 
ドは設をされていません。な下の手順でパスワードを設定することをお勸めします。） 



図.管巧ツール起動画面 

4. 上段のメニューから「ネットワーク J を選択し、「ネットワーク J ページで「管理を J を選択する 

5. 「現在のパスワードし「新しいパスワードしレくスワードの確認入力 J の項目を入力して 0 K ボタンを 
クリックする 

6. r メンテナンス」 一 r 日付/時刻 J で日付と時刻、エリアを設をし 0 K ボタンをクリックする 

7. 「メンテナンス J 一「通知電子メール」で電子メール通知を行うか否か、行う場合の巧先等を設定する。 
通知電子メールについては、 18.2 節も参照してください。 

ty ドメインユーザーとしてログオンしている場合は、管巧パスワードの'変更はできませ 
ん。ドメインユーザーアカウント(旧 torageNS 上ではなく、ドメインコントローラ上に保管）を 
'変更することは、旧 torageNS の WebUI からはできません。 

管巧パスワードのを更中にエラー46が表示された場合は、ユーザーはドメインユーザー 
としてログオンしています。管 a をパスワードを'変更するには、旧 torage NS 管巧をとして口 
グオンする必要があります。ここでは、「管巧者」とは、口ーカル管理者グループのメンバで、 
ログオンするために現在のユーザーにより使用されるユーザーアカウントを意ホしています。 

既をの管理をアカウントである「管理を」を指しているわけではありません。 

V J 
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3 システムの七ットアップ 


WebUI は基本的にな下のような画面構成になっています。本書では、二段あるメニューの上段をプライ 
マリナビ ゲー シヨン バー、 下段を七カンダリナビ ゲー シヨン バーと 呼びます。 



図.管理ツール画面構成 


管理ツール WebUI の{ま用時の注意事項 

1) 「メンテナンス」一「夕ーミナルサービス J によってターミナル サー ビスクライアントを起動した 
場合、この画面から抜ける際には「スタート J メニューから「ログオフ」して下さい。ウィンドウの 
右上の L2ll をクリックして終了させないで下さい。 

2) WebUI 内のプロパティのページから別のページへタブをクリックすると、「[0因をクリックす 
ると、変更が無効になります」のポップアップメッセージが表示されます。これにより、選択し 
た次のページに移行する前に、変更を確認または拒否することができます。また、別のページ 
へのタブをクリックすると、変更を加えていない場合も、このメッセージが表示されることがあ 
ります。変更していない場合は、 [0 K ] をクリックし、継続するほうが安全です。これにより、 
いかなる変更も登録されません。 

3) 画面によってはブラウザ起動時にプラグインが必要になり、[セキュリティ 警告 ]ポップアップが 
表示されることがありますが、[はい]を選択して組み込んでください。 

4) プロパティページの下部に [0 因と[キャン七 ノレ] ボタンがあるページでは 、一旦 [0 因をクリ 
ックしたら、続けて[キャンセル]をクリックしないでください。 一旦 [0 因をクリックしたら、 
イベントが実行され、[キャンセル]をクリックしても中止することはできません。もし、 [0 K ] 
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3 システムのセツトアップ 


クリックして10分が上経っても画面が変わらない場合は、いったんブラウザを終了させてから、 
再度ブラウザを起動してください。 

日）ご使用のブラウザの[戻る]ボタンを使用すると、一貫性のないページ表示またはランダムなペー 
ジ表示となることがあります。これを回避するには、 iStorageNS の WebUI 下部にある[キャン 
七ル]または原る]ボタンを使用してください。 

目） WebUI の機能が無劾となっていた場合や頻繁にエラーを戻す場合は 、 iStorage NS 上の 
Windows Management Instrumentation ( WMI ) を再起動してく ださい 。 WebUI の夕ーミナル 
サービスを使って iStorage NS に接続後、[スタートープロダラムー Administrative Tools — 
Computer Management ] を起動して、[サービス]を選択します。そして 、 Windows Management 
Instrumentation を選択し、一旦停止してから再起動します。 
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4 ネットワーク設定 


4 ネットワ^ーク設定 

4.1 LAN インターフェイスの設定 

導入時に初期設定ツールを{ま用して設定される IP アドレスは、1つのネットワークポートに巧してのみ 
のため、複数のネットワークポートをご巧用の場合、起動後に各ネットワークポートに IP アドレスを割り 
当てる必要があります。 IP アドレスの設定はな下の手順で行います。 

① プライマリナビゲーションバーから、「ネットワーク J を選択する 

② 「ネットワーク J ページで「インターフェイス J を選択する 

③ 未設をのネットワークカードを選択し、「タスク J の欄にある 「 IPJ を選がする 

④ IP アドレス、ゲートウェイアドレスを入力するか、 DHCP サーバーを巧用するかを指定して 0 K ボタ 
ンをクリックする 



図. IP アドレスの設定 
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4 ネットワーク設定 


[m 

2 . 

3. 


- ^ 

ネットワーク設定について 

1つの LAN ボード（またはポート）には1つの IP アドレスを設定してください。複数 
の IP アドレスを設定した場合は、 WebUI での設定等が正しく出来ないことがあります。 
iStorage NS の WebUI が管巧用に巧用している NIC 上で、 DHCP から静的 IP アド 
レスへ、またはその逆のを更を行うと、接続が中断されることがあります。 

管理 Web サイトのポート（または IP アドレス）を変更すると、管巧 Web サイト Web 
インターフェイスにアクセスできなくなることがあります。この場合、手動で新規の 


URL 、 すなはち、新規ホストネームと IP アドレスおよび/または新規ポートを入力して 


下さい。 


4. 

V 


LAN ポートに I P アドレス、サブネットマスクなどを設定する場合は、 LAN ケーブルを 
接続し、有効になった状態で行ってください。 


J 


また、 DNS サーバーの指定をする場合はな下のように行います。 

①プライマリナビゲーションバーから、「ネットワーク J を選択する 
感 「ネットワーク J ページで「インターフェイス J を選がする 

③ ネットワークカードを選択し、「タスク J の欄にある 「 DNSJ を選択する 

④ DHCP サーバーから情報を取得するか、手動でアドレスを設をするかにチェックする 

⑤ 手動で設をする場合は、 「 DNS サーバーアドレス J の欄に DNS サーバーの IP アドレスを入力し、「追 
カロ J ボタンをクリックしてアドレスを追加し、 「0 K 」 ボタンをクリックする 



図. DNS サーバーの指定 
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4 ネットワーク設定 


同様に、 WINS サーバーの指定をする場合はな下のように行います。 

①プライマリナビゲーションバーから、「ネットワーク J を選択する 
感 「ネットワーク」ページで「インターフェイス J を選択する 

③ ネットワークカードを選択し、「タスク J の欄にある rwiNSj を選択する 

④ 「WINS サーバー アドレス J の 欄に WINS サーバーの IP アドレスを入力し、「追力日」ボタンをクリッ 
クしてアドレスを追加し、 「 OKj ボタンをクリックする 



図. WINS サーバーの指定 
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4 ネットワーク設定 


4.2 ネットワ^ーク負荷分散や回線の冗長化について 

2ポートあるネットワークアダプタ、あるいは複数枚のネットワークアダプタを使ってネットワークの 
負荷分散および回線の冗長化を行うことができます。利用することができる機能はな下のとおりです。 

Adapter Fault Tolerance (AFT ) 

複数のアダプタでダループを作り、使用されているアダプタに障害が発生した場合に自動的にグループ 
内の化のアダプタに処理を移行させます。 

Adaptive Load Balancing (ALB ) 

複数のアダプタでダループを作り、コンピュータからの送信パケットをダループすベてのアダプタから 
行うことにより、スループットを向上させまず。受信処理は1ホ女のアダプタのみで行われますが、このア 
ダプタに障害が発生した場合は自動的にダループ内の他のアダプタに受信処理を移行させます。 

f 

CQ AFT / ALB 機能を佑用する場合、 AFT / ALB でグループ化するポートとは別に、旧 torage 
NS 管巧用 （ WebUI でのアクセス用）に1つのポートが必要です。つまり、2つのポートを 
AFT / ALB 機能でグループ化してデータアクセスに使用する場合、計3ポートの LAN ポートが 
必要となります。また、旧 torageNS 管巧用 （ WebUI でのアクセス用）のポートはグループ化 
して巧用できません。 

ただし 、 iStorage NS 410/ NS 420 の場合は、標準搭載の ON ボード LAN の2ポートで Teaming 
の設ぞを行うことも可能です。 

V J 

Intel ( R ) PROSetn に関する注意事項 

1. Intel ( R ) PROSetn を起動すると、左側にボードの一覧を表示しますが、ここから削除 ( Remove ) しな 
いでください。 

2. 使用可能なオプションボードにつきましては、装置添付のューザーズガイドをご確認ください。ボー 

ドによっては異なる型番のボードと組み合わせて Teaming の設定を行うこともできます。 AFT、ALB 
においてそれぞれ利用可能なボードの化み合わせに関してはユーザーズガイドまたは販売店にごお 
語ください。 

3. On ボード LAN のポートとオプシヨンボードのポートを組み合わせて Teaming の設をはできません。 

4. N 8104 -80 ボードまたは N 別 04-86 ボードをご f ま用の場合、2ポートあるネットワークポートはそれ 
ぞれ独立して動作します。 AFT / ALB を設定する陈は、本ボード1枚で、2枚のアダプタが実装され 
ているものとして扱われます。 

5. オプションボード N 8104 -84 (1000 BASE-SX 接続ボード）、 N 8104 -88 (100 BASE-TX 接続ボード）、 
N 8104 -90 (1000 BASE - T 接続ボード）は同型番のみで同じグループとして Teaming の設定が可能で 
すが、化のオプションボードとの混在ではできません 。 （iStorage NS 410/ NS 420 をご巧用の場合は 
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4 ネットワーク設定 


N 8104 -103 (1000 BASE - T 接続ボード）と N 8104-104 (1000 BASE - T 接続ボード）の組み合わせが 
可能です） 

6. 1000 BASE - T 接続ポートおよび1000 BASE - SX 接続ポートの Teaming 設定は AFT のみ利用可能で 

す。 

7. Adapter Teaming のグル ■ —プとして指定するアダプタはすべて同じ LAN 上（同一七グメント）に存 
在する必要があります。また、 ALB 構成のアダプタは同一のスィッチイング•ハブに接続して下さい。 

8. 増設したオプションボード LAN の Teaming の設をは、 On ボード LAN を経由して、 WebUI を用い 
て行います。このため、事前に On ボード LAN に IP アドレスを設定しておくことが必要です。 

9. iStorage NS 410/ NS 420 では On ボード LAN の2ポート（標準搭載）で Teaming の設をが可能です。 

この場合、 WebUI 接続用にオプション LAN ボードを増設し、 On ボードの2ポートを Teaming 設を 
することを推奨します。事前に増設したオプションボード LAN に IP アドレスを設定しておくことが 
必要です。（標準搭載のポートのみでの設定も可能。その場合は、「4.2.2設定例 2 J を参照） 

10. [ネットワークー NIC の構成]にて iStorage NS にログオンすると、通常 、 Intel PROSet II 画面を開 
きます。ただしブラウザの環境により、な下のようなメッセージが表示され、ターミナルサービスに 
て接続した状態となることがあります。 

[Cannot access this program in the current browser zonej 
この場合は、腺をーコントロールパネル]で口 ntel ( R ) PROSet 扣を起動してください。また 、 WebUI 
を巧用する際に、ブラウザの URL 入力欄（[アドレス]または[場茄など）に IP アドレスを指定 
して使用されている場合は、一度 WebUI を終了します。ブラウザを再起動後、 URL 入力欄にな下の 
ように旧 torageNS のコンピュータをを指をし、 WebUI を使用できる状態になった後、改めて同様の 
処理を行うと、正しくご利用できるようになることがあります。 

「 h は P :// コンピュータぶ: 8099/ j または 「 https :// コンピュータをぶ098/」 

11. ターミナルサービス領域に入っての設定画面を同時に開いたままのが態にはできません。このため、 
[ディスクーディスクとボリューム]や[ディスクー GAM クライアント]、[ディスクー Power Console 
Plus ]、 [ネットワークー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて 、 iStorage NS にログ 
オンしようとした際にな下のメッ七——ジを表示する場合があります。この場合は、[ディスクーディス 
クとボリューム]や[ディスクー GAM クライアント]、[ディスクー Power Console Plus ]、 [ネットワー 
ク ー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて Disk Management 画面や Global Array 
Manager 画面 、 Power Console Plus 画面 、 Intel PROSetll 画面、バックアップ画面を終了してくだ 
さい。その後、同様のメッセージが表示される場合は、一をブラウザを終了した後しばらく経ってか 
ら操作を行ってください。その後にもメッセージが表示される場合は、旧 torageNS を再起動してく 
ださい。 

—The terminal server has exceeded the maximum number ot allowed connections . 

(ターミナルサーバーは許可された最大接続数を超過しました） 

ーシステムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理をに問い合わせてください。 

12. 複数 NIC を同一七グメントに接続する場合、複数枚の NIC 実装したコンピュータにおいて、 AFT.ALB 
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等の Teaming 構成を作成しない2枚な上の NIC を同ーネットワーク七グメントに接続した場合、ネッ 
トワークが正常に動作しない場合があります。 AFT . ALB 等の Teaming 構成を作成しない2かな上の 
NIC は、それぞれ別ネットワーク七グメントに接続するようにして下さい。 

別ネットワーク七グメントに接続できない場合は、1つの NIC を除いた化の NIC のインターネットプ 
ロトコル ( TCP / IP ) において [NetBIOS over TCP / IP を無効にする]設をを行い NetBT の機能を停止し 
て下さい。 NetBT を停止した NIC においては、 WindowsNT 4.0 な前および Windows 9 x 系 0 S からのフ 
ァイル共有機能等にアク七スができなくなるため注意が必要です。この場合、唯一 NetBT 機能が有効 
になっている NIC が停止すると、ファイル共有機能等のマイクロソフト特有のネットワーク機能が巧 
用できなくなります。 

4. 2. 1 設定例1 

この例では 、 iStorage NS 410 にオプションボード的8104 - 80アダプタ）を1枚増設し、この2つの 
ポートを1つのチームに割り当てる攝合の手順を示します。 

設定は、オンボード LAN(Intel 8255 x - based PCI Ethernet Adapter (10/100)) を経由して 、 WebUI の 
Intel 化） PROSe 旭を用いて行います。このため、事前にホンボード LAN に IP アドレスを設定しておく 
ことが必要です。 

また、オンボード LAN(lntel 8255 x - based PCI Ethernet Adapter (10/100)) を含めたチームの割り当て 
は行わないでください。 



図. AFT/ALB 
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AdapterTeaming の構成 

プライマリ ： Intel (反) PRO /100 +Dual Port Server Adapter Port A ( N 8104- 80(1)) 
七カンダリ ： Intel (氏) PRO / lOO+Dual Port Server Adapter Port B ( N 8104- 80(1)) 


4.2.1.1 設定手順 

「4.2.1 設を例」の設定はな下の手順で行います。 

1 .iStorage NS に接続します。設定は、オンボ'—ド LAN ( Intel 825日 x - based PCI Ethernet 
Adapter (10/100)) を経由して iStorage NS へ接続します。このため、オンボード LAN に設定した IP 
アドレスを用いて旧 torage NS への接続を行います。旧 torage NS への接続は 3.3 節「管理ツール 
WebUI の起動 J を参照ください。 

2. WebUI のプライマリナビゲーションバーから「ネットワーク」一 「 NIC の構成 J を選択します。 


£0終了する隐は、「〇町または 「 Cancel 」 ボタンで終了してください。ウインドウ右上の1211を 
押して終了しないようご注意ください。 


N にの巧巧 - Microsoft Internet Explorer 


ファイルの漏集のま示がわ新こ入り姐）ツ - ルのヘルプお） 


■ inlxi 

ID 


■■戻る，叶•ク园;ななま曲わ就:入り 巧巧’ィア -j I 覃1，固-直！ 


バドレ /■ ぬ） 恰 I orage-ns41 D ： 8099/network/nic config.a 冲？ Tabl=TabsN が workSTab2=TabsNetworkN に SRetumURL づが ks の Easp 巧 FTabI の DTabsN が work 巧的リンク 


国 !^ ネットヮ-ク I 

節が I ヴロ - バル設定 I イン 5 - フェイス I 菅巧ち！管巧 Web サ仆 I Tein け ) NIC の#巧 | 

□ ヴオンして、 Windows 2000 ディスク芒巧スナツづインをほ用してください。巧業が了なは、スナツブインのウィンドウぞ閱じてくださし、。これじより、自め的に夕ーミ 
ナルクービスクライアント它ツシヨンびが了します。 


Intel(R) PROSet 


Action Tools Help 


_j Network Components 


nlel 8255x-b が ed PCI Ethernet Adaplei 口 0/1 扣 
nlel の 55x.b が ed PCI Ethernet Adaplei 。〇 /I 扣 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter 
ntel[R) PRO/100 S Server Adapter 42 
We 町 ) PRO/100 S Server Adapter »3 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter 44 
n(el(R) PRO/100 S Server Adapter 85 


lntel(Rl PRO/100+ Dual Port Server Adapter 


n お l 【 R) PRO/100+ Dual Port Set vet Adapter 
n お l 【 R) PRO/100+ Dual Port Set vet Adapter 
nJel(R) PRO/100+ Dual Port Server Adapter 扫 4 
ntel(R) PRO/1 000 F Server Adapter 
ntel(R) PRO/1 000 F Server Adapler 扫 2 
ntel(R) PRO/1 000 T Server Adapter 
ntel(R) PRD/1000 T Server Adapter tt2 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Ada が er 扫 2 
ntd(R) PRO/1 000 XT Server Ada が er 扫 3 
nlel(R) PRO/1000 XT Server Ada が er 糾 
n(el(R) PRO/1 000 XT Server Adapter H5 


General j Advanced | Network Driver | Diagnostics j 


Ethernet Address: 

Pari Number: 

IP Address: 

Network Dtivef Status; 


0003474 E5227 
751110 -004 
169,254 ,204.25 
Lodded 


-Nelwofk Status 

9 Link 

Speed - 

100 Mbps 

〇 Acliv か 

Duplex 

•Half 


Identify Adapter.. 


Intel. 


山 


J jj 


{Ready 


厂 Show Ihe tray icon 



d 


省 ) ペ-ジげ表示されましを 


I I 厂壓イントラネゥト 


3. リスト中の 「 Intel (氏) PRO /100 +DualServer Port Adapter 」にマウスカーソルを合わせ、右クリックし 
ます。プルダウンメニューが表示されます。 
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4 ネットワーク設定 


4. 


[Add to Team >] を選択し、 [Create New Team ...] をクリックします。 


Intel(R) PROSet 


Action Tools Help 


_| Network Components 


m 

n 

n 

n 

a 

a 

n 

巧 

n 

a 

a 

a 

a 

a 

n 

n 

n 

a 

a 


ntel 8255x based PCI Ethernet Adapter (10/1OC 
ntel 8255x based PCI Ethernet Adapter (10/1OC 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter 
nlel(R) PRO/100 S Server Adapter tt2 
ntel(Ft) PRO/100 S Server Adapter tt3 
ntd(R) PRO/100 S Server Adapter tt4 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter tt5 


General | Advanced | Network Driver | Diagnostics | 


Ethernet Address: 

Part Number; 

IP Address: 

Network Driver Status; 


0003474 E5227 
751110 -004 
169.254.20425 
Lodded 


InJel(R) PRO/100+Dual PortSe 


ntel(R) PR0/100+ Dual Port Se ■ 
ntel(R) PRO/100+Dual Port Se I 
nlel(R) PR 0/100+ Dual Po け Se 
ntel(R) PR 0/1 000 F Server Adc 


Remove 


Add to Team 


Lork Status 


Create New Team • 


ntel(R) PR 0/1 000 F Server Adaprer 
ntel(R) PR0/1 000 T Server Adapter 
ntel(R) PR0/1 000 T Server Adapter 82 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
ntel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter «2 
ntel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter «3 
ntel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter #4 
ntd(R) PR0/1 000 XT Server Adapter 巧 5 


Add VLAN... 
GVRP Support. 


) Activity 


eed --100 Mbps 
Duplex -- Half 


Identify Adapter. 


Details... 


inl^. 


山 


jj 


|Reaav 


厂 Show the Uay icon 


OK 


Cancel 


注意）この設定例ではオンボード LAN ( Intel 825目 x-based PCI Ethernet Adapter ( l 0/100)) 


を選択して Teaming 設定しないでください。 WebUI の接続が途切れ、が降 iStorage NS との通 
信ができなくなる場合があります。 
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4 ネットワーク設定 


目. [Teaming Wizard ] ダイアログボックスが表示されまず 。 [Adapter Fault Tolerance ] または 
[Adaptive Load Balancing ] を選択して[次へ]ボタンをクリックします。 



6. が下のダイアログボックスが表示された場合は、[次へ]ボタンをクリックします。 
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4 ネットワーク設定 


7. 5.項で 、 [Adaptive Load Balancing ] を選択した場合は、な下のダイアログボックスが表示されます。 

設をを変更する場合はを更し、[次へ]ボタンをクリックします。 


Teaming Wizard 


巧 



By default. ALB teams load balance transmit and receive 
traffic. Tranmist load balancing is always enabled. You can 
enable or disable receive load balancing (RLBX 


口 ^ceive Load Balancing; 


Preferred primary selection 
\Mien you create an ALB team with Receive Load 
Balancing enabled. PRObET 11 automatically selects a 
preferred primary adapter. You can select a different 
prefered primary adapter after the team is created. 


く房る(旦）1みへ(が〉1 

1 

キヤン垃レ 

1 

ヘルプ 1 


8. チームにするアダプタをチェックして[次へ]ボタンをクリックします。 



注意）この設定例ではオンボード LAN ( Intel 825目 x-based PC!I Ethernet Adapter (10/100)) を 
選択して Teaming 設定しないでください。 WebUI の接続が途切れ、が降 iStorage NS との通信 
ができなくなる場合があります。 
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4 ネットワーク設定 


9. [完了]ボタンをクリックします。 [ Intel ( R)PROSet n] ダイアログボックスに戻ります。 


Teammq Wizard 


巧 



Team Configuration ： 



Click Finish to close the wizard. Then click OK to close 
PROSet H and actually create the team. 


く戻る遐 1 完了 1 

キャンれレ 

1 ' 

ヘルプ1 


10. [ OK ] ボタンをクリックして終了しまず。 


Intel(R) PROSet 


Action Tools Help 


Network Components 


白 


山 


Intel 8255x-based PCI Ethernet Adapter (10 パ i 
Intel 8255x-ba$ed PCI Ethernet Adapter (lOAIi 
Intel(R) PRO/100 S Server Adapter 
Inlel(R) PRO/100 S Server Adapter tt2 
Intel(R) PRO/100 S Server Adapter 巧 3 
Intel(R) PRO/100 S Server Adapter tt4 
Intel(R) PRO/100 S Se[ve【Adapter 的 
Intel(R) PR0/100+ Dual Port Server Adapter t 
Intel(R) PR0/100+ Dual Po け Server Adapter t 
Intel(R) PRO/1 000 F Server Adapter 
lntel[R) PRO/1 000 F Server Adapter tt2 
Intel(R) PRO/1 000 T Server Adapter 
Intel(R) PR0/1 000 T Server Adapter tt2 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 82 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter tt3 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter #4 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter tt5 _ 
Team な 1:Adaptive Fault Tolerance Mode 
由 Member Adapters 

bS In^pIfRl PRH/Inn+ Dual Pn け Swvw 


I Pnrr < 


Network Components 


Elements In This Folder; 


Intel(R) PRO/1 000 T Server Adapter 
Intel(R) PRO/1 000 T Server Adapter な 2 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter «2 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter #3 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter tt4 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter tt5 
Team ttl: Adaptive Fault Tolerance Mode 


] 


J iT 


r Folder Inform ろ。 on: - 

Network Components; 

A list of all supported network components in 化 e system. 


jReady 


厂 Show the Uay icon 


OK 


Cancel 
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4 ネットワーク設定 


11. WebUI のメンテナンスメニューからシステムを再起動します。再起動にはしばらく時間がかかりま 
す。 


12. ターミナルサービス画面を起動（「メンテナンス」一「ターミナルサービス」）し、デスクトップの[マ 
イネットワーク]を右クリックし、[プロパテイ]をクリック 、 [Network and DialupConnections ] 
を開く。[ローカルエリア接続]アイコンが！つ追加されています。 



13. 追加されたアイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。[接続のホ法]が 
[ Intel (氏 ) AdvancedNetwork Services Virtual Adapter ] になっていることを確認してください。 
TCP / IP のプロパティで IP アドレスなどを設定してください。 

な上で設定完了です。 
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4 ネットワーク設定 


4. 2.2 設定例2 

この例では 、 iStorage NS 420 で標準搭載の On ボード LAN の2ポートのみで Teaming 設定を行う場合 
の手順を示します。 

設定手順は「4.2.1設定例1」とほぼ同じですが、 Teaming の設定が終了すると、 WebUI の接続が途切れ 
ます。そのため、 DHCP サーバーが存在しないネットワーク環境では、保守•管巧ツール CD-ROM (iStorage 
NS 22 P 的 F 8100 -119] / NS 42 P の場合は [EXPRESS BUILDER ( SE ) CD - ROM ]) から起動する初期設定ツー 
ルを巧用して、設を後に作成される仮想 LAN ポートの IP アドレスを自動発見し、管巧用 PC の環境を合 
わせて WebUI から正しい設定を行うことになります。 



図' ALB/AFT 


4. 2.え1 設定手順 

1. クライアントマシンより iStorage NS に接続し、 On ボードのポートを使用して WebUI を表示しま 
す。旧 torage NS への接続は 3.3 節「管巧 ツール WebUI の起動 J を参照ください。 

2. WebUI のプライマリナビゲーションバーから「ネットワーク J -「 NIC の構成 J を選択します。 


CQ 終了する際は、「〇町または 「 Cancel 」 ボタンで終了してください。ウインドウ右上の ( ill を 
押して終了しないようご注意ください。 
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4 ネットワーク設定 



3. リスト中の On ボード LAN のポート (iStorage NS 420 の場合は 「 Intel (氏)82目 46 EB Based Dual Port 
Network Connection 」 にマウスカーソルを合わせ、右クリックします。プルダウンメニューが表示さ 
れます。 
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4 ネットワーク設定 


4. [Add to Team >] を選択し 、 [Create New Team ...] をクリックします。 


Intel(R) PROSet 


Action Tools Help 


Inlel(R) 82546 EB Based Dual Port 


N か _^ 


日 . U Network Components 

] 巧 ————————————— … . 

j ■ Intel(R) 82546 EB Based Dual Port 
j, Inlel(R) PRO/100S Dual Port Server A 
j H Intel(R) PRO/I 邮 S Dual Port Serve け 
j ■ Intel(R) PRO/100 S Dual Port Server 冉 
j a Intel(R) PRO/100 S Dual Port Sefver Ae- 
jg Intel(R) PR0/100 S Server Adapter 
j ■ Intel(R) PRO/100 S Server Adapter tt2 
j ■ lntel(R j PRO/100 S Server Adapter #3 
I, lntel(R)PR0/1 邮 S Se[ve[Ada がが刖 
j ， Intel(R) PRO/100 S Server Adapter 的 
j, Intel(R) PRO/100+ Dual Port Server Ad 
j H Intel(R) PRO/100+ Dual Port Server Ad. 

J H Intel(R) PRO/100+ Dual Port Server Ad 
j H Intel(R) PRO/1 邮 + Dual Port Server Ad 
j ■ InteWR j PRO/1 000 F Server Adapter 
m Intel(R) PRO/1 000 F Server Adapter #2 
jH Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
jH !ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter t 
jn Intel(R)PRO/1 000 XT ServerAdap 
m inNrRiPRn/mnnxT ： 


General ] Advanced | Network Driver | Diagnostics | し ink Config | 

I 


lemove 


Add to Team 


Create New Team • 


Add VLAN... 
GV か . Support 


Network Driver Status; 


|E 9045272 
FAB4FA-0B4 
169.25479.246 
Loaded 


- Network Status 



♦ Link 

Speed - 

1000 Mbps 

感 Activity 

Duplex - 

Full 

1 est Cable 

1 




Identify Adapter- 


Details... 


Intel. 


Server Adapter t 

ド … が ArUnfw 


peady 


厂 Show the if ay icon 


OK 


Cancel 


5. [Teaming Wizard ] ダイアログボックスが表示されます 。 [Adapter Fault Tolerance ] または 
[Adaptive Load Balancing ] を選択して[次へ]ボタンをクリックします。 
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4 ネットワーク設定 


6. な下のダイアログボックスが表示された場合は、[次へ]ボタンをクリックします。 


Teaming Wizard 




Do not attempt to include adapters that are already 
members of any other team as unpredictable results may 
occur. 



<戻るお）||……巧みの巧 '…… i 


キャンセル 


ヘルプ1 


7. 日.項で 、 [Adaptive Load Balancing ] を選択した場合は、が下のダイアログボックスが表示されます。 
設定を変更する場合は変更し、[次へ]ボタンをクリックします。 
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4 ネットワーク設定 


8. チームにするアダプタをチェックして[次へ]ボタンをクリックします。 



9. [完了]ボタンをクリックします。 [ Intel ( R)PROSet n] ダイアログボックスに戻ります。 


Teaming Wizard 



Team Contiguration ： 


Team 船 Adaptive Fault Tolerance Mode 


が Intel(R) 82546 EB Based Dual Port Network Connectii 
が Intel(R) 82546 EB Based Dual Port Network Connectii 


Lil_I jJ 

Click Fin に h to close the wizard. Then click OK to close 
PROSet n and actually create the team. 


く戻る(呂） 1 完了 1 

1 

キャンむレ1 

1 

ヘルブ1 
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4 ネットワーク設定 


10. [OK ] ボタンをク y ックして終了します。 


Intel(R) PROSet II 


Action Tools Help 


LlI 


ntel(R) PRO/100 S Dual Port Server Adai 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter #3 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter な 4 
ntel(R) PRO/100 S Server Adapter tt5 
ritel(R) PRO/100+ Dual Port Server Adap 
ntel(R) PRO/100+ Dual Port Server Adap 
ntel(R) PRO/100+ Dual Port Server Adap 
ntel(R) PRO/100+ Dual Port Server Adap 
ntel(R) PRO/1 000 F Server Adapter 
ntel(R) PRO/1 000 F Server Adapter 冉 2 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 82 
ntel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter «3 
ntel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter «4 
ntel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter tt5 
Team ttO; Adaptive Fault Tolerance Mode 
回 占 J Member Adapters 

a Intel が） 82546 EB Based Dual Pori 
Intd(R) 82546 EB Based Dual Pori — 

_I ir 


J 

ni 

J 

aii 


HI 


Ri 

i 



Ri 


HI 

i 

HI 

J 

HI 

J 

HI 

J 

HI 

J 

HI 

J 


j 

HI 

J 

■ 1 

1 

HI 


HI 


Network Components 


Elements In This Folder: 


Inld(R) PRO/1 000 F Server Adapter 
Intel(R) PR0/1 000 F Server Adapter tt2 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter U2 
Intel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter tt3 
Intel(R) PRO/1 000 XT Server Adapter «4 
Intel(R) PR0/1 000 XT Server Adapter «5 
Tearn ttO; Adaptive Fault Tolerance Mode 


] 


J iT 


•Folder Information: - 

Network Components: 

A li が of all supported network component in the syslem. 


Ready 


厂 Show 化 e かか icon 


Cancel 


この後、作成された仮想 LAN ポートに I P アドレス等を設定します。ご使用のネットワーク環境によりな 
下の2通りの方法があります。な下にその手順を示します。 


【ネットワーク環境に DHCP サーバーがを在する場合】 

1. クライアントマシンでブラウザを起動し、旧 torageNS に接続します。その際、アドレスは 「 http :// 
hostname : 8099/」と入力します。 （「 hostnamej には iStorage NS のコンピュータをを入力） 

2. WebUI の[メンテナンス]-[シャットダウント席起動]を選択し、旧 torageNS を再起動します。 


再起動後、 Teaming 設定を行ったポートに I P アドレスが設定されます。 

【ネットワーク環境に DHCP サーバーが存在しない場合】 

1. 「4.2.2.1設定手順」の10項の後、 WebUI の接続が途切れます。旧 torage NS に次のような I P アド 
レスが設定されます。 

169.254.*.* (* は不定） 

2. WebUI を接続するクライアントマシンの IP アドレスを、未使用の IP アドレスに設定し、再起動し 
ます。 


サブネットマスク 255.255 .0.0 

IP アドレス 169.254 .1.1 から169.254 .254.254 までのいずれか 
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4 ネットワーク設定 


3. クライアントマシンに保守.管巧ツール CD-ROM (iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 42 P の場合 
(± EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM ) をセットし、初期設をツールを起動します。「開始 J ボタン 
をクリックして旧 torageNS を検索します。 

4. 自動発見された iStorage NS を選択し、 WebUI を起動します。 

t ターミナルサービス画面を起動（「メンテナンス」一「ターミナルサービス J ) し、デスクトップの[マ 

イネットワーク]を右クリックし、[プロパテイ]をクリック 、 [Network and Dialup Connections ] 
を開きます。[ローカルエリア接続]アイコンが！つ追加されています。 



6. 追加されたアイコンを右クリックし、[プロパティ]を選択します。[接続のホを]が 

[ IntelCR ) AdvancedNetw 畑 k Services Virtual Adapter ] になっていることを確認してください。 
TCP / IP のプロパティで IP アドレスなどを設定します。 

7. 2項で設をを更したクライアントマシンの IP アドレス等を元に戻します。 

8. iStorage NS に割り当てた IP アドレスで WebUI を起動し、[メンテナンス]-[シャツトダウン]-[再起 
動]を選択し、旧 torage NS を再起動します。 


な上で終了です。 
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4 ネットワーク設定 


4.3 ドメインの変更 

ワークグループとしてセットアップした旧 torageNS をドメインに参加させる、ドメインをを更する等 
の場合は、な下の手順で行ってください。 

f \ 

CQ iStorage NS が参加しているドメインのドメインコントローラが Windows 2000で、新た 
に参加を予定しているドメインのドメインコントローラが WindowsNT4.0 である場合、 
iStorage NS を一度ワークグループに参加させた後に、あらためて WindowsNT4.0 のドメイン 
に参加させてください。 

V_ J 


iStorage NS が起動したら、 WebUI の「ネットワーク」一「識別」の画面を開きます。 


.Microsoft Internet Explorer 


-ln|x| 


ファイル©漏実(臣 a ^< v ) も'まに入り(直）ツールの A ルプ(ぶ 


」j リンウ を) HotMail の無料サーピス 


J アドレス也） I を 1ホ2=1ホ51^が>«〇か亂がけがみ山[11リ化=/ゎ5ゎ.が口?1ホ1=下ホ5化化^1<巧6ゎ0.6拍巧巧筑32ぉ248を9=0.的(做)10127010211，]移执 


I ，•♦•巧固な！な橫ま道わ尉こ入り - j おお I 單 r 


[y 護圆 ネットトク lEBMIg 

3別I ヴローバル設ミ I インさーフェイス I 昔巧を I 昔巧 Web サ仆 I Telnet 1 NIC のな巧| 





ーヴー1共ち！ メンテナンス 1 コントロー 

号 

, ヘルブ 1 


ヴーパー アブライアンス ID 


ブーバ—アブライアンスる： |istorage-ns 
DNS サフィックス： 


r 


メソむ 


广ワークグルーブ； IWORKGROUP 
ヴトツイン： 


[domain 

ドメインにま加するアク t ス i 午巧げあるユーヴーの情ま反 
を入力してくださ U ユーヴーるの入力にはがインるを 
含めてくだみ•、（例； DOMAIN\USER): 


ュープー： 
バスワード； 


向 omain\use 广 


!♦♦♦♦♦♦♦♦ 


zl 



み 0 K 

X キャンむレ 

1 


阁 ペ-ジびま示されまけこ 

1 

广疆杞卜-ラ本ット 

A 


図.ドメインへの参加 

2. 「ドメイン」を選択し、ドメインコントローラに登録されている「ドメイン名」、「ユーザー名」および 

レくスワード」を設定し、 [0K ] ボタンをクリックします。入力したドメイン名、ユーザー名が確 
認される（環境により10數分かかります）と再起動の画面が表示されます。 


f う 

CQ 「ユーザー名」には必ず「ドメイン名¥」を先頭につけて「ドメインを¥ユーザーを」と 
入力してください。 

V J 


43 












































4 ネットワーク設定 


3. [0 K ] ボタンをクリックして再起動します。 


再起動が完了すると、ドメインへの参加が完了します。 



再起動の画面が表示されない場合は、次の手順を行ってください。 


①ブラウザの[更新]ボタンをクリックするなどして、 WebUI の画面を表示する。 




② 「メンテナンス]^ [シャットダウン]を選択し、[再起動]を選択し、旧 torageNS を再 


起動させる。 

上記の画面も表示されない場合はな下の手順を行って下さい。 

③ 一をブラウザを終了し、 WebUI を再起動 

④ それでもアクセスできない場合には、旧 torage NS の POWER スイッチを押して終了 
後、あらためて電源を ON する。 


詳細はユーザーズガイド1章の riStorage NS について」の「強制電源 OFF 」や「電源の 


ON 」を参照、ください。 

V_ 


J 



図.再起動 
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5 ディスクとメモリ管 a 


5 ディスクとメモリ管理 

5.1 RAID 構成の管理 

iStorage NS21P/NS22P[NF 8100-115] は、 2 台のハードディスクをソフトウェアによるミラーリング 
(RAIDl) 構成としています。 iStorage NS22P[NF 8100-119] /NS41P/NS42P/NS410/NS420/NS610 は、ハ 

ードディスクをディスクアレイコントローラに接続し、アレイディスク構成として管巧しています。 
iStorage NS22P [NS 8100-119] /NS41P/NS42P/NS420 では、 Power Console Plus を、 iStorage 
NS 410 /NS 610 では Global Array Manager (GAM) を使用しています。 Power Console Plus および G A 
M の使用方法に関しては、ユーザーズガイド、オンラインヘルプ等を参照して下さい。また、次の節で、 
ディスク管理の例をいくつか説明しています。合わせてご参照下さい。 iStorage NS 81 0G は、ディスクと 
して iStorage S シリーズのストレージを{ま用します。この管理を行うためのソフトウェアは、 S シリーズ 
の製品に添付されている iStorageManager (iSM) を巧用します。 iSM のインスト ■ —ル方■を、巧用ホをに 
関しては、 S シリーズの製品添付のセットアップカード、マニュアルをご参照ください。 

iStorageManager インス ト—ゾ レの準備 (NS810G のみ） 

iStorageManager を使用するには iSM サーバーを iStorage NS に、 KM クライアントを管理用の PC 
にインストールする必要があります。 iStorage NS にはディスプレイ/キーボード/マウスが付属してお 
りませんので、 iStorage NS へのインストールの際は、下記の手順でターミナルサービスクライアント画 
面を開き、その画面にて、セットアップカードの手順に従いセットアップを行ってください。 

1. WebUI で[メンテナンス]-[ターミナルサービス]を選択し、ターミナルサービスクライアントを起動 
します。 

2. Administrator でログインします。 

3. iStorage NS の CD-ROM ドライブに iStorageManager CD-ROM をセットします。 

4. 「スター H メニューの r 設定」の「コントロールパネル J から「アプリケーシヨンの追加と削除 J を選択 
し、 CD ドライブの ¥ISMSVR¥SETUP.EXE を実行します。 

氏 画面の指示に従いインストールを行います。な降は、 S シリーズの製品に付属の iSM 七ットアップ 
カードをご参照ください。 


ディスク管理ソフトウエアー覧 


モデル 

ソフトウユアぶ 

iStorage NE21P / NS22P[NF 8100-115] 

なし 

iStorage NS22P[NF8100-119] / NS41P 

Power Console Plus 

/ NS42P / NS420 


iStorage NS410 / 610 

Global Array Manager (GAM) 

iStorage NS 81 OG 

iStorageManager (iSM) *OS 領域は GAM を使用 
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5 ディスクとメモリ管 a 


GAM クライアントまたは Power Console Plus に関する注意事項 

1. [ディスク ー GAM クライアント]または[ディスク ー Power Console Plus ] にて iStorage NS にログ 
オンすると、通常、 Global Array Manager 画面または Power Console Plus 画面を開きます。ただ 
し、ブラウザの環境により、 [Cannot access this program in the current browser zone ] とメ ッ七 ' — 
ジが表示され、ターミナルサービスにて接続した状態となることがあります。この場合は、[スター 
卜ープログラムー Mylex Global Array Manager Client ] または[スタ ■ —卜ープログラムー 

MegaRAID Clinet ] を起動してください。また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入力欄 
([アドレス]または踢茄など）に IP アドレスを指定して使用されている場合は、一度 、 WebUI 
を終了します。ブラウザを再起動後、 URL 入力欄にな下のように旧 torageNS のコンピュータあを 
指をし、 WebUI を使用できる状態になった後、改めて同様の処理を行うと、正しくご利用できるよ 
うになることがあります。 

「 h は P :// コンピュータ名: 8099/ j または 「 https :// コンピュータをぶ09汾」 

2. ターミナルサービス領域に入っての設定画面を同時に開いたままの状態にはできません。このため、 
[ディスクーディスクとボリューム]、[ディスクー GAM クライアント]、[ディスクー Power Console 
Plus ]、 [ネットワークー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて、旧 torage NS に口 
グオンしようとした際にな下のメッセージを表示する場合があります。この場合は、[ディスクーデ 
イスクとボリューム]や[ディスク ー GAM クライアント]、[ディスク ー Power Console Plus ]、 [ネッ 
トワークー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて Disk Management 画面や Global 

Array Manager 画面 、 Power Console Plus 画面 、 Intel PROSet II 画面、バックアップ画面を終了 
してください。その後、同様のメッセージが表示される場合は、一度ブラウザを終了した後しばら 
く経ってから操作を行ってください。その後にもメッセージが表示される場合は、旧 torage NS を 
再起動してください。 

— The terminal server has exceeded the maximum number of allowed connections . 

(ターミナルサーバーは許可された最大接続数を超過しました） 

ーシステムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管®者に問い合わせてくだ 
さい。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.2 GAM によるディスク管理 


iStorage NS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P ではディスクの増設はできません。 

iStorageNS 410/ NS 610では GAM によりディスクを管理します。な下では、 GAM における機能、ロジ 
カルドライブ作成手順、リビルド実施手順、コンシステンシチェック実施手順、スタンバイディスク作成. 
解除手順、ェクスパンドキャパシティ実施手順、基本的な mSK の増設手順、 mSK 交換手順を示します。 
GAM の起動は、 WebUI の「ディスク」一 「GAM クライアント」より起動します。 
iStorage NS 810 G では GAM によるディスクの増設はできません。 


£0終了する際は、 「File — Ex 出メニューで終了してください。ウインドウ右上の [2 SJ を押し 
て終了しないようご注意ください。 

も ぶ 


5.2. 1 機能について 

ここでは GAM が持つ機能について説明します。 

5.2.1. 1 コンフィ グレー シヨン機能 
コンフィグレーション に関する機能は、次のようなものがあります。 

'I GAM Client からコンフィグレーションをするためには、対象となる GAM Server を定義し（こ 
の後の「5.2.1.1.1 GAM Server の定義」を参照）、 GAM Server へサインホン（この後の「5.2丄1.2 
GAM Server へのサインオン」を参照）をする必要があります。 

日. 2.1.1. 1 GAM Server の定義 

GAM Client から管理する GAM Server の定義は、次のようにして [Define Server Groups ] ダイアログ 
ボックスから行います。 

1 )[Define Server Groups ] ダイアログボックスを開く。 

Administration メ ニューの [Define Server Groups ] を選択することで、 [Define Server Groups ] 
ダイアロダボックスを開きます。 


^ [Define Server Groups ] ダイアログボックスは、 GAM Server が定義されていないと 
きは、 GAM 細 e かを起動すると自動に表示されます。 
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5 ディスクとメモリ 管理 


2) [Server Groups] と [Servers] を定義する。 

[Define Server Groups] ダイアログボックスの [Server Groups] と [Servers] を次のように 
を義します。 


- [Server Groups] .GAM Server のダループ名 

- [Servers] .[Server Groups] のメンバとして登録する GAM 


Server のホス トぶまたは IP アド レス 


日. 2.1.1. 2 GAM Server への サイ ンオン 
定義した GAM Server への サイ ンホンは 次のようにして行いまず。 
1) サーバーを選がする 


[Server Groups] をメインウインドウのサーバー選択ボックスで選択します。 

[Global Status View] ウインドウに [Server Groups] のメンバとして定義された GAM Server 
がアイコン表示されます。 

咬 GAM Server と GAM Client の接続が切齡されると、 GAM Client の Controller View を 

• - J 表示したまま、次のエラーメッセージを表示します。サーバーが起動していることを確 

ヒント 

語して、再度 GAM Server にサインオンしてください。 


"Error while connecting server x.x.x.x Check the server connection and restart the 
command" 


2) [Global Status View] ウインドウに表示された GAM Server のアイコンをダブルクリックずる。 

[Sign On] ダイアログボックスが表示されます。 

3) サインオンする。 

ユーザー名、パスワードを入力してサインオンします。 


国 


GAM の管巧をとしてサインオンするときは、小文字で 「gamrootj と入力してください 


為 

ヒント 


サインオンが次の メッセージでエラーに なるときは、 ユーザー 名とパ スワー ドを確認し 
てください。 

対■応する GAM Server の システムに GAM の 管理者用 アカウント である 「 gamroot 」 が 
ホ 登録の場合もこの メッ七 ージが表示されます。 「 gamroot 」 未登録の場合は、 3 章シ 
ステムの七ッ ト アップ」 を参照して gamroot ユーザーを 登録してください。 


"Invalid user name or password, Trv again../' 
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5 ディスクとメモリ管 a 


5. 2.1.1. 3 デイスクアレイのコンフイグレ ■ —ション (RAID Assist ) 

「 RAIDAssist 」 を使って容易にディスクアレイのコンフィグレーションができます。 

[ Administration ] メニューの [ RaidAssist ] を選択して 「 RAIDAssistJ を実行してください。 

1つのアレイコントローラがサポートするディスクアレイの数は最大32個です。1つのディ 
スクアレイを構成するハードディスクの台数はアレイコントローラにより異なります。 
•ロジカルドライブの追力 日 •削除•変更は RAID Assist を使用しますが、これらの操作をしよう 
としているロジカルドライブが動作している OS や RAID Assist のオプ ション 「Expand Array 」 
の使用によって注意しなければならないことがあります。詳しくは「5.2.1. 1.9 ロジカルドライ 
ブの追加に関する補足」を参照してください。 

RAID Assist には、次のようなコンフィダレーション方法があります。 

• Automatic Coniiguration 

使用可能なすべてのハードディスクを使用し、最適な RAID に設定します。 

• Assisted Coniiguration 

対•話形式で： RAID を設定します。 

• Manual Configuration 

RAID の詳細な設定をします。スタンバイディスク（ホットスペア）を作成できます。 

これらの コンフィ ダレーション方法には、次のようなオプションがあります。 

• New Configuration 

新たに コンフィグレー ションを行うことができます。 

アレイコントローラのコンフィグレーション 情報はクリアされます。ディスク アレイの デ ー 
夕は保持されません。 OS 領域を含むディスクが接続された アレイコントローラ に対して実 
巧した場合、 OS が起動しなくなります。必ずキャンセルしてください。 

Assisted Configuration を使って JBOD の新規作成を行う場合、サィズの指定が無視されて 
最大サィズで JBOD が作成されます。 JBOD を新規にサィズを指定して作成する場合は 
Manual Configuration を使用してください。 

• Add Logical Drive 

データを保持したまま、新たなディスクアレイやロジカルドライブを追加できます。 
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5 ディスクとメモリ管理 


• Expand Array (ェクスパンドキャパシティと同義語です） 

データを保持したまま、ディスクアレイの容量を増やします。 


「卡) • Expand Array をする前に、対象となるロジカルドライブのす ベての データ をノく ックアップ 
してください。 

• Expand Array の巧象となるロジカルドライブに巧して、整合性チェックを行いエラーがな 


いことを確かめてください。 

整合性チェックでエラーが検出されたときは、そのロジカルドライブを初巧化後、バックア 
ップしたデータをリストアしてからもう一度、整合性チ： r ■ックをしてください。 
ダイナミックディスクが存在するパックに巧して Expand Array は実施しないでください。 


ヒント 


Expand Array の 処理中は、 システムの 性能を低下させることがあります。 


Edit Configuration 

「Manual Configuration J で設定するときのみ選択できるオプシヨ ン です。現在の コンフイ グ レー 
シヨン情報が表示され、各種パラメータを変更できます。 

本オプシヨンを使用すると、ディスクアレイのデータは保持されません。 

「Manual Configuration 」 の 「Edit Configuration 」 を使用してディスクアレイを追加すると 
き、既存のディスクアレイにハードディスクを追加すると、すべてのロジカルドライブが攘 
れてデータが失われてしまいます。 

誤って既存のディスクアレイにハードディスクを追加したときは、 「 Cancel 」 を選択して、 
「Edit Configuration ] を一度終了させてください。 


国： 


<既存アレイへの物理ディスク追加> 
一 既存アレイは壊れる 



Add Array 」 [M*, Hot を w. — Clew All j _Apply_[ 


< 新規アレイへの物巧ディスク追加> 
一既存アレイは壊れない 



Add Array 」 [j Make Hot Spare I 
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5 ディスクとメモリ管理 


日. 2.1.1. 4 スキャンデバイス （Scan device ) 

スキャンデバイスは新たに追加したハードディスクや GAM が認識していないハードディスクの検出を行 
うことができます。スキャンデノくイスは、 [ Administration ] メニューの [Scan Devices ] を選択すること 
で実行できます。 



長 

ヒント 


アレイコントローラにハードディスクを追加したりしたときは、90秒な上時間をあけてから、そ 
の都度 [Scan Devices ] を選択して 、 [Controller View ] ウィンドウのディスク表示を更新させ 
てください。 

Scan Device を実行すると、ハードディスクを搭載していないスロットにハードディスクが表示 
されることがあります。この場合は再度 、 Scan Device を実施して正常な表示に戻してください。 


日. 2.1.1. 5 イニシャライズ ( Initialize ) 

ロジカルドライブを初期化します。イニシャライズは [ Administration ] メニューの [Initialize Logical 
Drives ] を選択すると実行できます。 




-般的なハードディスクのフォーマットとは異なります。 


ヒント 



巧たに作成したロジカルドライブは、イニシャライズしなければなりません。なお、 DAC の設 
をによってはバックグランドイニシャライズの機能により、イニシャライズが自動的に行われ 
る場合があります。 


5. 2.1.1. 6 コンフィグレーション情報 

アレイコントローラが記憶しているコンフィグレーション情巧をフロッピイディスクへバックアップまた 
はリストアすることができます。 

ディスクアレイをコンフィグレーションしたときは、アレイコントローラの故障に備えて、コンフイグレ 
ーション情報をバックアップしてください。 

GAM な化のユーテイリテイを使用してバックアップしたコンフイグレーション情報は、 GAM で 
バックアップしたコンフイグレーション情報と互換性がありません。 

GAM でバックアップしたコンフイグレーション情報は GAM だけで使用してください。 

• バックアップ 

[ File ] メニューの [Save Configuration ] を選択します。 

-リストア 

[ File ] メニューの [Open Configuration ] を選択します。 


国 
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5. 2.1.1. 7 ユーザー プリファレンス 

ユーザー プリファレンスでは次のようなことができます。 

. モニタリング機能によりモニタリングされるイベントのロギングの設を 

ユーザ'—プリファレンスは [ Administration ] メニュ, —の [ Settings ] を選択すると現れる [ Settings ] 
ダイア ロ グボ ッ クスで行うことができます。 

アレイコントローラ環境の監視は ESMPRO を巧うことを推奨します。 

ESMPRO を使用することで、アレイコントローラ環境だけではなく、システム全体の統合的な監 
視が可能になります。 

5. 2.1.1. 8 コントローラオプション 
コントローラオプションには次のようなパラメータがあります。 

• rGlobalJ パラメータ 
再構築の割合などを設定します。 

• 「 SCSI 」 パラメータ 
データ転送レートなどを設定します。 

. 「 Startup 」 パラメータ 
ディスクスピンアップなどを設定します。 

コントロ ■ —ラオプションの設定やを更は、 [ Administration ] メニユーの [ Contr 地 er Options ] を選択す 
ると現れる [Controller Options ] ダイアログボックスで行うことができます。 


コントローラオプシヨンの 設定 や 変更は RAID を コンフィグレーション する前に行ってください。 





日. 2.1.1.9 ロジカルドライブの追加に関する補足 
ロジカルドライブの追加をするときは、次の点について注意してください。 

< ロジカルドライブを追加する場合> 

ロジカルドライブを作成後 、 Disk Management を起動し、パーティションの確保を行ってください。特 
に電源を OFF - ON する必要はありません。 

- パーティションの作成は WebUI の[ディスク]-[ディスクとボリューム]から行うことができます。 

ヒント Expand Array を実施する場合は 、 Expand Array で同時にロジカルドライブの追加を行ってくだ 

国 さぃ。 
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5 ディスクとメモリ管理 


己 2.1.2 モニタリング機能 

GAM Server が収集した情報は GAM Client で監視(モニタリング)することができます。 
GAM Client はグラフィカルにこれらの情報を表示します。 


ヒント 




イベン トや エラーは ログとしてかめられたファイルに登録されます。 

アレイコントローラ環境の監視を ESMPRO と連携して行うこともできます。 


5. 2.1. 2. 1 イベント情報のモニタリング 

イベント情報はに og Information Viewer ] ウィンドウに表示されます 。 IXog Information Viewer ] ウイ 
ンドウは 、 GAM Client を起動したときや GAM Server のアレイコントローラが検出されたときに表示さ 
れます。 

[Log Information Viewer ] ウインドウには、サインオンしてから GAM Server と接続が切れるまでのす 
ベてのイベントが日付順に表示されます。 

日 . 2.1. 2. 2 エラー 情報のモニタリング 

SCSI エラーのエラー 情報を モニタ リンダすることができます。 このエラー 情報は [Error Table ] ダイア 
ログボックスに表示されます。出 iTorTable ] ダイアログボックスは、 [ Views ] メニューの出 irorTable ] 
を選択すると表示されます。 

- SCSI エラー 

SCSI エラーは 、 [Request Sense Data ] タブをクリックすることで確認できます。表示される内容 
は次のとおりです。 

-ハードディスクの識別情報 
-センス侣 ense ) のメツ七ージ 
-センスデータ 
-エラー 検出時刻 


. 表示されたエラー情報は、任意のファイルへ保存することができます。また、クリアす 

"―7^ ることもできます。 

ヒント 

. ファイルからエラー情報を読み込んで表示できまず。 

• Log Information Viewer の Request Sense Data などの表示が止まっていない場合は 
[Error Table ] の Request Sense Data の Refresh ボタンをクリツクしてもリフレツシ 
ュできないことがあります。表示が止まってから再度、 [ Refresh ] ボタンをクリックし 
てください。 
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目ディスクとメモリ管理 


5. 2.1. 2. 3 コントローラ情報のモニタリンダ 

コントローラ情報は、次の2通りの方法によって確認できます。 

• [Controller View] ウインドウ 

[Global Status View ] ウインドウのサーバーイコンをダブルクリックしてサインオンすると表示 
されます。表示される内容には次のようなものがあります。 

-アレイコントローラのチャネル番号 
-ハードディスクのターダット I D 
-ハードディスク容量 
-ハードディスクのステータス 
-ロジカルドライブの番号 ( LUN ) 

-ロジカルドライブの容量 
-ロジカルドライブの RAID レベル 
-ロジカルドライブの ステータス 

• [Controller Information] ダイアログボックス 

[ Administration ] メニューの [Display Con か011 er Information ] を選択すると表示されます。表 
示される内容には次のようなものがあります。 

-アレイコントローラのモデル名 
-番号 

-ファームウェアバージョン 
-キャッシュサイズ 
-バス番号 
-スロット番号 

-ァレイコントローラに割り当てられた IRQ 
-チャネノレの数 

-接続している SCSI デバイスの数 
-接続しているロジカルドライブの数 

5.2. 1.2.4 ハードディスク情報の モニタ リ ンダ 
ハードディスクの情報は、 [Device Information ] ダイァログボックスに表示されます。 

[Device Information ] ダイアログボックスは、 [Controller View ] ウインドウのディスクアイ コンをダブ' 
ルクリックすると表示されます。表示される内容には次のようなものがあります。 

-ベンダー（製造メーカお） 

-プロダクト識別 
-物理的な容量 
-ステータス 
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5. 2.1. 2. 5 ロジカルドライブ情報のモニタリング 

ロジカルドライブ情報は 、 [Logical Drive Information ] ダイアログボックスに表示されます。 

[Logical Drive Information ] ダイア ログボックスは 、 [Controller View ] ウインドウの [Logical Drive ] 
アイコンをダブルクリックすると表示されます。表示される内容には次のようなものがあります。 

-ドライブ番号 

-ステータス（オンライン、クリティカル、オフライン） 

-ロジカルドライブのを量 
-ハードディスクの容量 


己. 2.1.2. 6 パフオーマンスのモニタリング 

パフォーマンスは 、 [Statistics View ] ウインドウに表示されます 。 [Statistics View ] ウインドウは [ Views ] 
メニューの [Statistics View ] を選がすると表示されます。 

表示される内容は次のとおりです。 

-ハードディスクの動作状況を表すゲージグラフ 
-ロジカルドライブの動作状況を表すゲージグラフ 
-ヒストリデータの折れ線グラフ 

グラフ化するデータやグラフの属性、サンプリング間隔などを設定することができます。 




ヒント 

国 


[ Administration ] メニューの [Advanced Functions ] の [Performance Analysis ] は使用しないで く 
ださい。パフ オー マンス モニタ 機能などで代替してください。 


日. 2.1. 2. 7 プロセスステータスのモニタ リンダ 
ステータスをモニタ リングできる プロセスは 次の4つがあります。 

-イニシャライズ 

[ Views ] メニューの [ Initi 組 ze Status ] を選択します。 

-リビルド 

[ Views ] メニューの [Rebuild Status ] を選択します。 

-整合性チてック 

[ Views ] メニューの [Consistency Check Status ] を選択します。 

- Expand Capacity 

[ Views ] メニューの 出 xpand Capacity Status ] を選択しまず。 

プロセスのステータスは、それぞれのダイアログボックスに表示されます。 

ダイアログボックスには、プロセスの進行状況を表すゲージグラフが表示されます。 

^イニシャライズ、リビルド、整合性チェックはダイアログボックスからプロセスをキャンセルす 
ることができます。 




ヒント 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.2.1.3 メンテナンス機能 

GAM Server は 、 GAM Client から指をされたメンテナンスを行います。 


日. 2.1. 3. 1 整合性チェック （Consistency Check ) 

整合性チェックは、ロジカルドライブの冗長データ（パリティ）が正常であるかを調べます。正常でなか 
つたときは、データの整合性を修復することもできます。整合性チェックは 、 [Controller View ] ウィン 
ドウの [Logical Drive ] アイコンをダブルクリックして表示される [Logical Drive Information ] ダイア 




ロダボックスから行うことができます。 

整合性をチェックしているときは、システムの性能を低下させることがあります。 

整合性チェックのキャンセルは、 [ View ] メニューの [Consistency Check Status ] を選択し 
て表示されるステータスダイアログボックスから行うことができます。 

10 MB 程度の小容量のロジカルドライブの整合性をチェックすると、 [ completed ] ダイアログ 
ボックスが表示されずに処理が終了することがあります （[Log Viewer ] へ [ started ] や 


ヒント 


[ finished ] のメッセージも出力されません)。 


日. 2.1. 3. 2 イニシャライズ ( Initialize ) 

[ Administration ] メ ニューに [Initialize Logical Drives ] を選択することで、コンフイダ レー シヨン時 
にイニシャライズしなかったロジカルドライブをイニシャライズすることができます。 

斬 イニシャライズのキャン七ルは、 [ Views ] メニューの [ Initi 址 ze Status ] を選択して表示され 

• - J るステータスダイアログボックスから行うことができます。 

ヒント 


日. 2.1. 3. 3 リビルド （ Rebuild ) 

ロジカルドライブを構成しているハードディスクの1つが故障したときは、リビルド （ Rebuild ) を行うこ 
とにより、故障したハードディスクのデータを復元することができまず。 

' ビルド中は、システムの性能を低下させることがありまず。 

ビルドのキャンセルは、 [ Views ] メニューの [Rebuild Status ] を選択して表示されるステ 
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ータスダイアログボックスから行うことができます。 


手動リ ビル ド （マニュアル リ ビル ド） 

[Controller View ] ウインドウのディスクアイコンをダブルクリックして表示される [Device 
Information ] ダイアロダボ ッ クフ、 から手動でリビルドできます。 
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5 ディスクとメモリ管理 


オ! ー トリ ビル ド 

アレイコントローラが自動的に行うリビルドには次の2つがあります。 

■スタンバイリビルド 

ハードディスクが故障したとき、設定されているスタンバイディスク（ホットスペア）にデータ 
をリビノレドしまず。 

-ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクに代わって交換されたハードディスクにデータをリビルドしまず。 

オートリビルドは、キャンセルされることがあります （「rebuild was cancelled 」 のダイア 
ログボックスが表示される）。このような攝合は、手動リビルドでリビルドしてください。 

ヒント 

日. 2.1.3. 4 スタンバイディスク（ホットスペア ： Hot Spare ) の設定 
スタンバイディスクは、スタンバイリビルド実行時、故障したハードディスクのデータを再構築するため 
の予備のハーディスクです。スタンバイディスクは、次の2通りの方法で設定できます。 

• コンフィダレーシヨン時 

[Manual Configuration ] の [ DiskArrays ] タブで設定できます。 

-運用時 

[Controller View ] ウィンドウで、新規またはコンフィグレーシヨンされていないホ使用のハードディ 
スクのディスクアイコンをダブルクリックすると表示される [Disk Device Information ] ダイアログボ 
ックスで設定できます。 

日. 2.1. 3.日 ハードディスクの接続 （Make Online ) •切り離し （Make Offline ) 

ハードディスクの接続や切り離しは 、 [Controller View ] ウィンドウで、ディスクアイコンをダブルクリ 
ックすると表示される [Disk Device Information ] ダイアロダボックスで行うことができます。 

日. 2.1.3 .目 アレイコントローラの保守 

[ Administration ] メニューの [Advanced Functions ] の [Flush utility ] は、アレイコントロー ラの保守用の機 
能です。 

この機能はシステムの保守用です。操作を誤るとシステムに重大な影響をおよぼす可能性があ 
0 J るため、使用しないでください。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.2.2 ロジカノレドライブの作成手順 

RAID Assist ( こ ( よ 、I Automatic Configuration」「Assisted じ oniiguration」「Manual Coniiguration 」 
の 3 つのコンフイダレーシヨン 方法があり、各 コンフイグレーシヨ ンホ法での ロジカル ドライブの作成手 
順について説明します。 


日 . 2. 2. 1 Automatic Configuration 


手順1 


Administration メ ニューの Raid Assist を選択 
してください。 

右の画面で 「Automatic Configuration 」 ボタ 
ンをクリックしてください。 



I.Welcome | 



W 5100 me わ RAID Assist! 


RAID Assist allows you to set up new configurations, add 
logical drives to existing configurations, and expand the 
opacity of existing arrays. To get started with RAID 
Assist, choose a configuration method below; 


Creates an optimal configuration using all available |: 一 '. i;':• ；：； 二 ' ， ;'' '—TIZV: 三 ' 1 

dri 说 s with minimal user input ll..... 的 . 。 . 呼 !! 19? 。 . 叫 '^ ザ .'。. 


Creates or modifies a configuration using a 
step-by-step, qijestion and answer formal 


Assisted Configuration.' 


Creates or modifies a configuration using only 
Information provided by the user 


Manual Configuration- 


巧 


Cancel 


手順 2 


「New Configuration 」 ボタンをクリックして 
ください。 


既に コンフィグレー シヨ ン 実施済の場 
合は 「Add Logical Drive 」 ボタンがア 
クティブになります。 

「Add Logical Drive 」 ボタンをクリツ 
クしてください。 

コンフィグレーシヨン 実施済の状態 
で 「New Configuration 」 ボタンをク 
リ ツク すると既存の コンフィグレーシ 



^ - 



ョンをクリアして新たに コン フイグレーシヨンを実施しま 


す。その結果、データを消失する可能性があります。誤って 「New Configuration 」 を選択した 
場合は、 「 Cancel 」 ボタンをクリックしてください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順3 

右の画面で構成されるアレイの内容を確認して 
ください。 

内容確後、 「 Apply 」 ボタンをクリックしてく 
ださい。 


手順4 



右の画面で ryes 」 を入力し、 「0 K 」 ボタンを 
クリックしてください。 


WARNING 



Changing configuration is data destructive! 


If you want to proceed, confirm by typing the word YES: 






Cancel 


この後は、 OS 上からパーティションを作成してください。 
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目ディスクとメモリ管理 


日 . 2. 2. 2 Assisted Configuration 


手順1 


Administration メ ニューの Raid Assist を選択 
してください。 

右の画面で 「Assisted ConfigurationJ ボタン 
をクリックしてください。 


の Assist (133.255.255.90, Controller-0) 


I.Welcome j 



WBicome to RAID Assist! 


RAID Assist allows you to set up new configurations, add 
logical drives to existing configurations, and expand the 
opacity of existing arrays. To get started with RAID 
Assist, choose a configuration method below; 


Creates an optimal configuration using all available 
drives with minimal user input 


Automatic Con わか ration 


Creates or modifies a configuration using a 
step-by-step, question and answer formal 


Assisted Configuration... 


Creates or modifies a configuration using only 
Information provided by the user 


Manual Configuration- 


Cancel 


手順 2 


「New Configuration 」 ボタンをクリックして 
ください。 


既に コンフィグレーシヨン 実施済の 
^ 場合は 「Add Logical Drive 」 ボタンが 
アクティブになります。 

「Add Logical Drive 」 ボタンをクリッ 
クしてください。 



コンフイグレー シヨ ン 実施済の状態 
で 「New Configuration 」 ボタンをク 
リ ック すると既存の コンフイダレー シ 



ョンをクリアして新たに コン フイダレーシヨンを実施しま 


す。その結果、データを消失ずる可能性があります。誤って 「New Configuration 」 を選がした 
場合は、 「 Cancel 」 ボタンをクリックしてください。 


手順3 



I.Welcome 2. Fault Tolerance I 3 . RAID Level | 4. Logical Drives | S.Optimization ] S.Finish | 


右の画面で フォール トト レ ランスとホットスぺ 
アの有無を選択して 「 Next 」 ボタンをクリック 
してください。 



Fault tolerance will use pari of your storage capacity to store redundant data. If 
ら drive fails, lost data can be reconstructed usine the redundant data stored on 
other disk drives in the array. 


Do you want Fault Tolerance? 巧 Yes 广 No 


Selecting a hot spare will reserve a drive to automatically replace a failed drive 
in a fault tolerant array. 



Do you want a Hot Spare? 广 Yes ^ No 


< 白 ack I M 占 ext ; 11 _Cancel I 
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目ディスクとメモリ管理 


手順4 


右の画面で： RAID レベルを選択し、 「 Next 」 ボ 
タンをクリックしてください。 


忘 

ヒント 


ハードディスクの接続お数によって作 
成可能な RAID レベルは 異なります。 


I.Welcome j Z Fault Tolerance 3 - RAID Level | ん Logical Drives | 5.0 ptimiz がわ n j 6.Finish I 



Finish 


Parity error correction (RAID 5, RAID 3) optimizes capacity and performance 
and requires at least three devices. 


Fully redundant drives (RAID 1,RAID 0*1) offer high performance but reduces 
available capacity by one-half. RAID 1 is used if there are two available 
devices; RAID 0+1 if there are three or more. 


(• Parity error correction (RAID 5. RAID 3) 
r Fully redundant drives (RAID 1.RAID 0*1) 


_< Bdck I M 円 ext 夕 II _Cancel I 

手順 5 


右の画面で作成するロジカルドライブの数と 
容量、イニシャライズ実施の有無を選択し、 
「 Next 」 をクリックしてください。 

Initi 組 ze に 「 No 」 を選択した場合は、 
メイン画面の Administration メニュ 
一より Initialize Logical Drives を選 




I.Welcome | 2. Fault Tolerance | 丈 RAID Level 4. Logical Drives js.Optimization j 6.Finish | 


囚 


fm 

V 

V 

Fault Toleranc« 

Rad L«u«l 


Lo が 4l ひ iv»s 

□plimizilion 

Finish 



Assisted configuration will create logical drives from the capacity and number 
of logical drives you specify. 

How many logical drives do you want to create? [l 

How much capacity do you want to use? |100 X ド的 92 MB 

Selecting nitialize will initialize all logical drives. 

Do you want to initialize logical drives? 广 Yes (• No 


択してま示されるダイアログボック 
スでイニシャライズを実施すること 
が可能です。 


< Back I H Next > _ Cancel | 


手順目 


右の画面で 「Write cache enabled (write back )」 
を選択して 「 Next 」 をクリックしてください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順7 

右の画面で構成されるアレイの内容を確認して 
ください。 

内容確後、 「 Apply 」 ボタンをクリックしてく 
ださい。 


手順8 



右の画面で ryes 」 を入力し、 「0 K 」 ボタンを 
クリックしてください。 


WARNING 


□ 



Changing configuration is data destructive! 


If you want to proceed, confirm by typing the word YES: 





Cancel 


の後は OS 上からパーティションの作成を行ってください。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5. 2. 2. 


Manual レ onnguration 


手順1 

Administration メ ニューの Raid Assist を選択 
してください。 

右の画面で 「Manual Configuration 」 ボタンを 
クリックしてください。 




ヒント 


t (133.255.255.90, Controller-0) 



WBicome to RAID Assist! 

RAID Assist allows you to set up new configurations, add 
logical anves to existing configurations, and expand the 
capacity of existing arrays. To get started with RAID 
Assist, choose a configuration method below; 

Creates an optimal configuration using all available 
drives with minimal user input 


Automatic Con" か ration 


Creates or modifies a configuration using a 
step-by-step, question and answer format 


Creates or modifies a configuration using only 
information provided by the user 


Assisted Configuration... 


Manual Con" か ration-. 


手順 2 

「New Configuration 」 ボタンをクリックして 
ください。 


Manual Configuration 


Data Overwrite Method - 


既に コンフィグレーショ ン実施済の 
場合は 「Edit ConfigurationJ ボタン 
が表示されます。 

Edit Configuration では、新規アレイ 
の 追加 やスタンバイディスク（ホット 
スペア）の作成と解除等が行なえます。 


Change existing comigur 沸 on. Data on modified logical drives will 
be lost. 


Create a new configuration. If 化が e 坛 an existing configuration, i 
will be overwritten and all data will be lost. 


Data Retain Method 

Utilize the remaining available space in an existing array, or create 
a new array using unconfigured disk drives. Existing data will not 
be affected by this process. 

Expand the capacity of an existing array. Existing data will not be 
affected by this process. 


Edit Configuration 


New Configuration 


Add Logical Drive 


Expand Array 



既に コンフィグレー ショ ン 実施巧の 
場合は 「Add Logical Drive 」 ボタンがアクティブになります。 

コンフィグレーション 実施巧の状態で 「New Configuration 」 ボタンを クリックすると既存の コ 
ンフィグレーションを クリアして新たに コンフィグレーションを 実施します。その結果、 データ 
を 消失する可能性があります。誤って r New Configuration J を 選択した場合は、 「 Cancel 」 ボタ 
ンをク リックしてください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順3 


Unused Disk Drives にあるハードディスクを 
Disk Arrays へドラッグしてハードデイスクを 
アレイに割り当ててください。 

次に 「Logical Drives ] タブをクリックしてく 
ださい。 


「 AddArrayJ ボタンをクリックする 
と新規のアレイを追加することが 
できます。 





Unused Disk Drives にあるハードディスクを選択して 「Make Spare J ボタンをクリックする 
ことでスタンバイディスク（ホットスペア）を作成できまず。 


手順4 


右の画面で RAID レベル、ロジカルドライブの 
容量、 Initi 址 ze の有無を決定してください。 
Write Cache はチてックしてください 。 「Add 
DriveJ ボタンをクリックして必要な数のロジ 
カルドライブを追加してください。 

次に rApply ] ボタンをクリックしてください。 


• Init Drive ? でチェックを付けていない 
場合は、メイン画面の Administration 




I.Welcome ) 2. Disk Arrays 江 Loeical Drives ] 

Drive Logical RAID Capacity (MB) Capacity VAite Init Stripe Cache 

No. Drives Level Logical Physical Utilization Cache Drtve? Size Size 



ヒント 


メニューより Initi 址 ze Logical Drives を選択して表示されるダイアログボックスで 、 Initialize 


巧 


を実施することが可能です。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順5 


右の画面で ryes 」 を入力し、 「0 K 」 ボタンを 
クリックしてください。 



この後は 0 S 上からパーティションの作成を行ってください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順2 

右の画面で 「 Rebuild 」 ボタンをクリックして 
ください。 


Disk Device Information (Channel ： 0 「がが巧 Lun:0) 




_U ぶ] 


-Device Inquiry Data- 


Vendor : 

IBM OEM 

Product : DCHS04Y 


Revision : 

5353 

Bus Width; 

16 

Sync : Yes Linked 

Yes 

Soft Reset; 

No 

ANSI Version : 

SCSI-2 

M 向 EMode: 15 


CmdOue : 

Yes 

Serial : 

68096 EFERAMUG053 






Nego, Transfer Speed: 

40 M 日なが 

Status : 

Dead 

Nego- Bus Width : 

16 前 s(Wi か） 

Sector Size : 

512 Bytes 

Physical Capacity : 

4136 MB 

Config. Size : 

4120 MB 


r Device Errors - 
Soft Errors : 
Hard Errors : 


Parity Errors : 
Misc Errors : 


I Make Hot Spare I 


Make Online Make Offline I Locate.. 


ビルドが開始され、進渉が表示されます。 

~進渉が表示されているときに 「 Cancel 」 
ボタンをクリックすると、リビルドを 
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Rebuild Status (Controller-0) 


-Ui<] 


Current Logical Drive : 0 


p 59% Completed- 


強制終了させることができます。 

リビルドを実施したあとはコンシステン 
シチェックでロジカルドライブの状態を 


Cancel. 


Close 


チェックすることをおすすめします。コンシステンシチェックについては、「コンシステンシチエツ 


5. 2.3 ハードディスクのリビルド実施手順 

ハードデイスクのリビルド実施手順について説明します。 


手順1 

[Controller View ] ウインドウで Rebuild を実 
施するハードドライブアイコン （ Dead 状態の 
ハードドライブアイコン）をダブルクリックし 
てください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順2 

右の画面で 「Consistency CheckJ ボタンをク 
リックしてください。 


过ぶ) 


RA。Level 

: 5 

Fault Tolerant 

: Yes 

Optimized for Speed 

: Yes 

Optimized for Capacity 

: Yes 

Logical Size 

: 112MB 

Physical Size 

: 163 MB 

Stripe Size 

: 32 KB 

Cache Line Size 

: 8 KB 

wrne Cache 

: Disabled 

Status 

: On Line 

Used Array Capacity : 





化な w Wmb) 


Tcuj： 12900 ruB 


77 ^ Used Capacity [ I Unused Capacity 


Force On Line... 


Show Bad Data Blocks.. 


I Consistency Check... 

I Enable Write Cache I 

Locate... 

Close I 


クの実施手順」を参照してください。 

5. 2.4 ロジカルドライブのコンシステンシチェック実施手順 

ロジカルドライブのコンシステンシチェックの実施手順について説明します。 


手順1 

[Controller View ] ウインドウでコン シス テン 
シチェックを実施するロジカルドライブアイ 
コンをダブルクリックしてください。 
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目ディスクとメモリ管理 


手順3 

右の確認画面が表示されますので、 Bad Block 
検出時に修復を行うときは「はい」ボタン、修 
復を行なわないときは「いいえ」ボタンをクリ 
ックしてください。 



コンシステンシ チェックが開始され、進披が表 
示されます。 

進渉が表示されているときに 
「 CancelJ ボタンをクリックすると、 
コンシステンシチェックを強制終了さ 
せることができます。 





68 





















目ディスクとメモリ管理 


5. 2.5 スタンバイディスク 作成-解除手順 

スタンバイディスクの作成•解除手順について説明します。スタンバイディスクの作成は Disk Device 
Information ダイアロダボックスで行う方法と、 RAID Assist のマニュアルコンフィグレ^ー シヨンで実施す 
る方法の2つの方法があります。スタンバイディスクの解除は RAID Assist のマニュアルコンフィダレー 
シヨンで行うことができます。 

日. 2.日.1 Disk Device Information ダイアログボックスでスタンノくイディスクの作 

成 


手順1 

[Controller View ] ウインドウでスタンバイデ 
ィスクにする未定義の物理ドライブアイコン 
をダブルクリックしてください。 




を巧 碎 ki 相. I み*; 





手順2 

右の画面で 「Make Hot SpareJ ボタンをクリ 
ックしてください。 


Disk Device Information に hannel:0 Tarfet：4 Lun：0) 


_ U ぶ] 


-Device Inquiry Data - 

Vendor : HITACHI 

Product : DK32CJ-18MC 


Revision: 

JSNO 

Bus Width; 

16 

Sync : Yes し inked: 

Yes 

Soft Reset; 

No 

ANSI Version : 

SCSI-3 

M 阿 E Mode: 3 


CmdQue : 

Yes 

Serial : 

1L 219816 






- Device State - 

Nego, Transfer Speed: 

40 MB/Sec 

Status : 

Unconfigured 

Nego. Bus Width; 

16Bils(Wlde) 

Sector Size : 

512 Bytes 

Physical Capacity : 

17344 MB 

Con わ g. Size : 

17328 MB 


r Device Errors - 
Soft Errors : 
Hard Errors : 


Parity Errors : 
Misc Errors : 


Make Hot Spare || 


Make Online I Make Offlim 
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目ディスクとメモリ管理 


手順3 

メッ七ージが表示されるので 
ックしてください。 


「0 K 」 ボタンをクリ 
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目ディスクとメモリ管理 


日. 2 .日. 2 Manual Configuration でスタンノくイディスクの作成-解除 


手順1 


Administration メ ニューの Raid Assist を選択 
してください。 

右の画面で 「Manual Configuration 」 ボタンを 
クリックしてください。 



I.Welcotne | 



Welcome to RAID Assist! 


RAID Assist allows you to set up new configurations, add 
logical drives to existing configurations, and expand the 
capacity of existing arrays. To get started with RAID 
Assist, choose a configuration method below; 


Creates an optimal configuration using all available 
drives with minimal user input 


Automatic Configuration 


Creates or modifies a confieuration using a 
step-by-step, question and answer format 


Assisted Configuration.. 


Creates or modifies a configuration using only 
Information provided by the user 


i Manual Conifiguration... || 


Xj 


Cancel 


手順 2 

「Edit Configuration J ボタンをタリックして 
ください。 



手順 3 

Unused Disk Drives にある物理ディスクをク 
リックし 、 「Make Spare 」 ボタンをクリックし 
てください。 

次に 「Logical Drives 」 タブをタリックしてく 
ださい。 

スタンバイディスクを解除する場合は 
Unused Disk Drives にあるスタンノく 
イディスク （+ の印があります）をク 
リックし 、 「Remove Spare 」 ボタンを 
クリックしてください。 




ヒント 


Manual Conficuration/Edrt Configuration 。泪 255.2 放如 , Controller-0) 


I.WelcotTie 2. Disk Art ■ か s | 丈 Logical Drives | 
Disk Arrays (MB )： 


xj 


Lot teal Drives (MB )： 

0 fZTl 112 RAIDS 


Unused Disk Drives (MB )： 


Add Array I If "Hake SiMre ii _Clear All | 


Cancel I 
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目ディスクとメモリ管理 


手順4 

右の画面で 「 Apply 」 ボタンをクリックしてく 
ださい。 


手順5 



右の画面で ryes 」 を入力し、 「0 K 」 ボタンを 


WARNING 


X] 


クリックしてください。 



Changina com の uration ほ data destructive! 


It you want to proceea, confirm by typing the word YES: 


yes 
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5 ディスクとメモリ 管理 


5.2.6 エクスパンドキャパシティの 実施手順 

ハードディスクを追加し、既存のパック容量を拡張します。 （ ExpandArray ) 





Expand Array を実施する前に、タホ象となるロジカルドライブのすベてのデータをバック 
アップしてください。 


Expand Array の巧をとなるロジカルドライブに巧して、整合性チェックを行いエラーが 
ないことを確かめてください。整合性チェックでエラーが検出されたときは、そのロジカ 
ルドライブを初期化後、バックアップしたデータをリストアしてからもう一を、整合性チ 
エックを実施してください。 


ダイナミックディスクが存在するパックに巧して Expand Array は実施しないでくださ 


V 


J 


© 増設するハードディスクをディスクベイに挿入し、 WebUI の「ディスク」 一「 GAM クライアント」をク 
リックして [Global Array Manager ] 画面を起動しまず。 

透） [ Administration ] メニューの [Select Current Controller ] をクリックし、新たにロジカルドライブを追 
加するコントローラを選択して 0 K ボタンをクリックします。 

@ [ Administration ] メニューの [ Sign - On ] をクリックして Sign - On 画面を表示し、適切な値を設定して 
Sign - On します。 

@ [ Administration ] メニューの [Raid Assist ] を選択して Raid Assist ダイアログボックスを開きます。 

(5) Welcome タブの Manual 
Configuration ボタンをクリッ 
クします。 
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5 ディスクとメモリ管理 


⑧ 


Manual Configuration タィ/口 
グボックスが開きまず。 Expand 
Array ボタンをクリックします。 



® Manual uoniiguration/Expand 
Array ダイアログボックスが開 
きます。 Unused Disk Drives に 
あるアイコンを Disk Arrays に 
ドラッグしまず。（追加したハー 
ドディスクは Unused Disk 
Drive にアイコンで表示されま 
す。図はハードディスクを2台 
追加した場合の例です)。 



⑧ Logical Drives タブをクリックし、 Apply ボタンをクリックします。（ここでロジカルドライブの追加 
を指をすることができます。この場合は Apply ボタンのクリック前に Add Drive ボタンをクリックし 
まず。 「 WriteCache 」 にチェックが入っていることを確認してください。） 


® Expand Array ダイアロダボックスが開き 
まず。はいボタンをクリックします。 


Expand Array 


xj 



Expand Array is not a reversible operation. 
Do you want to proceed? 


I''''''' 臘柳 '''''''']J いいぇ (N ) 」 
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目ディスクとメモリ管理 




WARNING ダイアログボックス 
で Expand Array 実施の再確認 
を行います。 yes と入力し、 OK 
ボタンをクリックします。 



® Expand Capacity Status ダイ尸 
ロダボツクスで、 Expand Array 
の進行が祝を表示します。 


Expand Capacity/On line RAID Expansion Status (Controller-0) 


Current Logical Drive : 0 


- 62% Data migration completed 



Close 


® Expand Array の完了後は、必要に応じて『目. 2.8 ロジカルドライブの増設』の手順に従い、ロジカル 
ドライブを作成してください。 
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目ディスクとメモリ管理 


5. 2.7 システムパックの増設 

© 増設するハードディスクをディスクベイに挿入し、 WebUI の「ディスク」 一「 GAM クライアント」をク 
リックして [Global Array Manager ] 画面を起動しまず。 

透） [ Administration ] メニューの [Select Current Controller ] をクリックし、新たにロジカルドライブを追 
加するコントローラを選択して 0 K ボタンをクリックします。 

@ [ Administration ] メニューの [ Sign - On ] をクリックして Sign - On 画面を表示し、適切な値を設定して 
Sign - On します。 

@ [ Administration ] メニューの [Raid Assist ] を選択し 、 [Raid Assist ] ダイアロダボックスを開きます。 

(5) Welcome タブで Manual Configuration ボタンをクリックしまず。 

(6) Manual Configuration ダイアログボックスが開きます 。 Edit Configuration ボタンをタリックします。 

(7) Manual Configuration/Edit Configuration ダイア ログボックスが開きまず。 

Add Array ボタンをクリックすると 、 Disk Array が追加されます。 

® Unused Disk Drives にある Disk アイコンを追加したアレイにドラッグします。（追加したアレイが外 
にドラッグしないでください。ロジカルドライブが壊れてデータが失われる可能性があります） 



(9) Logical Drives タブを開き、作成するロジカルドライブの詳細を指定します 。 「RAID Level」、「Logical 
Capacity 」 を指定し 、 「Write Cache 」 にチェックを入れます 。 「Init Drive ?」 をチェックした攝合、口 
ジカルドライブ作成時にイニシャライズが行われまず。 「 InitDrive ?」 をチェックしない場合、バック 
グランドイニシャライズ樵能で最初の I / O 実行時にイニシャライズが行われます。イニシャライズは 
システム 性能に影響がおよぶ可能性があります 。 rinit Drive ?] チェックボックスはご使用の システム 
の運用に合わせて設定してください。その後 、 Add Drive をクリックし、 Apply ボタンをクリックし 
まず。 
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目ディスクとメモリ管理 


が 

£0を意 

Logical Drives タブで‘ロジカルドライプの作成を行う際、必ず 「Write Cache 」 のチェックボッウスにチェックを入 
れてください。 



® Enable Write Cache ダイアロダボックスで Yes ボタンをクリックします。 

⑩ WARNING ダイアログボックスで Configuration 変更の再確認を行います。 yes と入力し、 OK ボタ 
ンをクリックします。 

® Physical Device Options ダイアロダボックスで Cancel ボタンをクリックします。 


この後、システムのリブートを行い、管理 PC で WebUI を起動し、[ディスク]-[ディスクとボリューム]を 
クリックして開く、 [Disk Management ] でフアイルシステムの作成やフオーマットを行って下さい。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.2.8 ロジカノレドライブの増設 

① [ Administration ] メ ニューの [Raid Assist ] を選択して [RAID Assist ] を実行してく ださい 。 Raid Assist 
ダイアロダボックスが開きます。 Welcome タブで Manual Configuration ボタンをクリックします。 

感 Manual Configuration ダイアログボックスの Add Logical Drive ボタンをクリックします。 

(3) Logical Drives タブを開き、作成するロジカルドライブの詳細を指定します。 「RAID Level 」、 

「Logical Capacity 」 を指定し 、 「Write Cache 」 にチェックを入れます。 rinit Drive? J をチェックし 
た場合、ロジカルドライブ作成時にイニシャライズが行われまず。 rinit Drive ?」 をチェックしない 
場合、バックグランドイニシャライズ機能で最初の I / O 実行時にイニシャライズが行われます。イニ 
シャライズはシステム性能に影響がおよぶ可能性があります。 rinit Drive ?」 チェックボックスはご 
使用のシステムの運用に合わせて設定してください 。この後、 Add Drive をクリックし、 Apply ボ 
タンをクリックします。 

が 

CQ を意 

Logical Drives タブでロジカルドライブの作成を行う際、必ず 「Write Cache 」 のチェックポクウスにチエツウを入 
れてください。 

^ - ふ 



盛 Enable Write Cache ダイアロダボックスで Yes ボタンをクリックします。 

感 WARNING ダイアログボックスで yes と入力し、 0 K ボタンをクリックしまず。 

© Physical Device Options ダイアログボックスで Cancel ボタンをク li ックしまず。 

この後、システムのリブートを行い、管理 PC で WebUI を起動し、[ディスク]-[ディスクとボリューム] 
をクリックして開く 、 [Disk Management ] でフアイルシステムの作成やフォーマットを行って下さい。 
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5 ディスクとメモリ 管理 


5. 2. 9 Write Cache の設定の変更手順 

旧 torageNS のパフォーマンスを最大巧用するためには、本体内蔵のディスクアレイコントローラのライト 
キャッシュの設定を [Write Back ] に設定する必要があります。特に NFS 機能を巧用する場合にはこの設を 
は有用ですので、設定することをお勧めいたします。 RAID 構成時に有効にされなかった場合は、な下の手 
順を参照して設定変更してください。 


① WebUI の「ディスク」一 「 GAM クライアント J をクリックしてに lobal Array Manager ] 画面を起動し 

ます。 

注意： 

起動時に [Cannnot access this program in the current browser zone ] とメ ッ七ーシかおでされた場合は、 
ターミナルサービスにて接続した状態となることがありますので、[スタート]-[プログラム] 一 [Mylex 
Global ArrayManager ] をクリックして起動してください。また、 WebUI を f ま用する際に、ブラウザの URL 
入力欄（[アドレス]または踢沉など）に IP アドレスを指をして使用されている場合は、一度 、 WebUI 
を終了し、コンピュータをで接続しなおしてください。 




② ドロップダウンリストより設をを変更するコントローラを選択します。 

③ [ DACs ( n ) 叫をダブルクリックします。 ** n には数字が入ります。 

④ Sign - On 画面が表示されますので、適切な値を設定し、 Sign - On します。 
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5 ディスクとメモリ管理 



感 [Controller View ] ウインドウで Write Chache を靈更するロジカルドライブアイコンをダブルク 
リックします。 



(6) 上の画面で 「Write Cache 」 が 「 Disabled 」 になっている場合は 、 「Enable Write Cache 」 ボタンを 

クリックします。 
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5 ディスクとメモリ管理 



⑦ 上の確認画面が表示されるので 「 Yes 」 ボタンをクリックします。 

⑧ [ Close ] ボタンをクリックして Logical Drive ウィンドウを閉じます。 

⑨ メニューの [扔 le ] を選択して 「 ExitJ を実行し、 GAM を終了します。 

注意： 

ターミナルサービス画面が残った場合はログオフしてください。 

⑩ WebUI の「ディスク」に戻ります。 WebUI を終了してください。 

な上で Write Cache の設をの変更は完了です 。 Write Cache の設定はを更後、直ちに有効になります。 


5.2.10 ディスクの 交換 

RAID 1, RAID 日のディスク構成において、ディスクが1つ破壊されたとき、ディスクを交換すること 
によってディスク内容を復元（リビルド）することができます。ディスク交換手順をな下に示します。 

注）2つ同時にディスク破壊が起きた場合は、リビルドできません。 

GAM を起動して [ View ]— に ontroller View ]— 的 lysical Devices ]— に hannel ] にて、交換必要なディ 
スクを確してください。（正常ディスクは緑、異常ディスクは黄色のランプで表示されています。） 
電源をオンにしたが態で、ディスクを1つ交換してください。 

自動でリビルドを開始しまず。 

GAM の [Log Information Viewer ] にてリビルド完了を確認してください。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.3 Power Console Plus によるディスク管巧 

Power Console Plus は、 iStorage NS 22 P [ NS 8100 -119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 本体に標準装備のディ 

スクアレイコントローラ ( IDE ) の RAID システムを制御するためのユーティリテイで、 WebUI 上で動作 
します。 

Power Console Plus を使うことにより 、 iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 の RAID 

システムの監視や保守などの操作を行うことができます。 

特長 

Power Console Plus には、が下の特長があります。 

• コン フィ グ レー シヨンが容易になる Wizard 機能をサポート 

• SAF-TE に対応 

• パフオーマンスモニタをサポート 

• 温度監視、電源監視、ファン監視などのエンクロージャ機能をサポート 

• ロジカルドライブ単位の Write / Read/Cache ポリシー設定が可能 
• コンフイダレーシヨンのセーブ/リストア機能をサポート 

コンポーネント構成 

Power Console Plus は、3つのコンポーネントで構成されています。 

• SNMP Agent 

SNMP 経由での ESMPRO による MegaRAID コントローラの監視を可能にしまず。 

• MegaRAID Service Monitor 

イベントロダ登録により ESMPRO での MegaRAID コントローラの監視を可能にします。 

• MegaRAID Client 

グラフイカルな画面で RAID システムを制御します。 


セットアップと環境設定 

Power Console Plus は iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 の出荷時に標準装備のハ 

ードディスクへインストール済みです。また再インストールの際も自動的にインストールされます。 

戸 

CQ iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] /41 P /42 P /420 をディスクアレイで運用するために必要な 

ソフトウエアです。アンインストールしないでください。 


ESMPRO / ServerAgent を使って MegaRAID コントローラの監視ができるようにするときは、 iStorage 


NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 に ESMPRO/ServerAgent をインストールする必要があ 
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ります。 ESMPRO/ServerAgent も出荷時に標準装備のハードディスクへインストール濟みです。また再 
インストールの際も自動的にインストールされます。 

5. 3. 1 Power Console Plus の起動と終了 


Power Console Plus は iStorage NS22P[NF 8100-119] / NS41P / NS42P / NS420 の管理 ツール 「 WebUI 」 

から起動します。 

1. 管理用 PC でブラウザを起動し、アドレスに http://<NAS_NAME>:8099/ または 
https ： //<NAS_NAME> ： 8098 / を指定し、 iStorage NS22P[NF 8100-119] / NS41P / NS42P / NS420 
の WebUI を表示する 


/f -^ 

CQ <NAS_NAME> には iStorage NS22P[NF 8100-119] / NS41P / NS42P / NS420 に付けたコ 

ンピュータ名または IP アドレスを入力してください。 

心 - ぶ 


2. [ディスク]メニューの tPowerConsole PlusJ をクリックする。 
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5 ディスクとメモリ管理 


3. 注意事項が表示されるので、[はい]をクリックする。 



4. な下のメッセージがま示される場合は、に K ] をクリックする 



瓦管巧者権限を持っているユーザーでログインする。 



^ - 

Cfl 手順4のメッセージが表示された場合は、ターミナルサービスクライアント画 

面で[スタート]—[プログラム ]— [MegaRAID Client ] を選択し 、 Power Console Plus 
を起動してください。 
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5 ディスクとメモリ管理 


6. [0 K ] をクリックする。 

[View Only ] モードと [Full 
Access ] モードを選択できます。ど 
ちらかを選択してください。 

[Full Access ] モードを指定すると 
すべての操作を行うことができま 
す 。 [View Only ] モードを選択する 
と情報を確認することができます 
が、操作することはできません。 



tyi 終了する陈は 、 「Configuration — Exit 」 メニューで終了してください 。 [This will end this 
session !] とメッセージが表示されるので、 OK ボタンをクリックして終了してください。 
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5. 3. 2 Power Console Plus の機能 

ここでは Power Console Plus の機能について説巧します。 
Power Console Plus を起動すると次の画面が表示されます。 
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5. 3. 3 Power Console Plus の操作 

Power Console Plus の操作について説明します。 

基本的な用語及び操作の説明をします。 


ドライブ ステータス 


ID またはアレイの右側に表示される物理ドライブ状態はかのとおりです。 

♦ 〇血 

物巧ドライブは正常。ロジカルドライブを構成する物理ドライブです。 

♦ READY (「 Masterj と表示されていることもあります） 

物 a ドライブは正常。ホットスペアでもなく、ロジカルドライブの構成要素でもありま 
せん。 

♦ HOTSP 

オンラインの物理ドライブがフェイルした場合のスペアドライブです。 

♦ Failed 

物理ドライブは故障しており、サービス対象外です。 

♦ Rebuild 


Rebuild 中の物理ドライブです。 

Logical Devices 

Logical Devices View にはカレントコントローラの構成巧のアレイ、ロジカルドライブ、ホットスペアと 
ホットスペアプール （Global hot spare pool ) を表示します。 

Logical Devices View 内にあるラジオボタンの L 雌 ical View をクリックし選択すると、構成巧のロジカル 
ドライブを表示します 。 Physical View をクリックし選択すると、構成巧の物@ドライブを表示します。 
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Adapter ( コントロ ーラ）プロパティの表示 

Adapter の Properties をクリックし選択すると Adapter プロパティ（下図）を表示します。 

カ レントコントローラの Firmware Version、BIOS Version、Rebuild Rate 等を確認することができます。 
カ レントコントローラ上に作成されたロジカルドライブの RAID Level 、 Size 等も確認することができま 
す。 



物理ドライブ プロパティの 表示 

物理ドライブアイコンをダブルクリックし選択すると物理ドライブプロパティ（下図）を表示しま 
す。物理ドライブの Vender 、 Size 等を確認することができます。 

r Previous Drive J をクリックすると 1 つ前の ID の物理ドライブ 、 「Next Drive 」 をクリックす 
ると次の ID の物理ドライブの物理ドライブ プロパティ を表示します。 
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ロジカルドライブプロパティの表示 


ロジカルドライブアイコンをダブルクリックし選択するとロジカルドライブプロパティ（下図）を 


表示します。 

ロジカルドライブの RAID Leve し Read Policy 、 Size 等を確認することができます。 



アダプタ（コントローラ）の選択 

カレントコントローラが、巧象とするコントローラではない場合、 Adapter ボックスをクリックし、 
正しいコントローラを選んでください。 

Power Console Plus は 、 Adapter ボックスで表示されたコントローラの制御が可能です。サー 
バーに複数のコントローラが接続されている場合は、 Adapter ボックスで選択することにより 
Mega RAID Client 監視.制御巧をにするコントロー ラの切替が可能です。 

*iStorage N %2 P [ NF 8100 -119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 には標準でコントローラが1枚実装されてい 
ます。 iStorage NS 420 は最大3枚まで搭載可能です。 iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 41 P / NS 42 P に 

は増設はできません。 
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5. 3. 4 アレイ.ロジカルドライブの構成手順 

【注意事項】 

♦ Power Console Plus を使用しての Configuration は 0 S がインストールされていな 
い： RAID 構築のみ可能です。 0 S がインストールされている RAID 構築はできません。 


♦ iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 41 P / NS 42 P / NS 420 のパ フォーマンス を最大限に巧用す 
るためには、本体内蔵のディスクアレイ コントローラの ライト キャッシュの 設定を 「Write 
back 」 にしておく必要があります。特に NFS 機能を巧用する場合にはこの設定は有用ですの 
で、設定することをお働めいたします。 

ただし 、 iStorage NS 22 P [ NF 8100-119] / NS 41 P / NS 42 P では本体内蔵のディスクアレイコン 

トローラにはバッテリバックアップュニット （ BBU ) が搭載されていないため、電源の瞬断 
などが発生した際に完全なデータの保証を約束できない場合があります 。 「Write back 」 の設 
をで巧用する際は、無停電電源装置 （ UPS ) などの電源装置を利用して、安定した電源の供給 
ができるシステムを構築することをお勧めします。また、 UPS を利用せず、データの保全性 
を重視したい場合は、ディスクアクセス性能は若干、低下しますが 、 「Write through ] に設定 
して運用されることをお勘めします。 

iStorage NS 41 P を例にアレイ•ロジカルドライブの構成手順について説明します。 

1. Power Console Plus を起動する。（起動方法については 5.3.1 Power Console Plus の起動と終了 を 
参照してください） 

2. Configuration メ ニューの Wizard を選択する。 

3. [ Custom ] モ' —ドを選択し [Next ] をクリックする。 


(T -^ 

CQ [ Automatic ] モードは選択しないでください。 

パラメータを設をし、アレイとロジカルドライブを定義します。 
コンフィグレーションを行う場合は、 [ Custom ] モードを選んでください。 

心 - ぶ 
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■ ■に 1x1 


Action: _Startinq... 


Th 吃 wizard will help you to configure your RAID 
system quickly and easily. 

To start configuration, click next. 
c Custom 


: Allows you to define all aspects of the 
configuration (arraysjogical drives) 
and fneir parameters. 

: Automatically defines arrays and 
logical drives and sets their parameters. 


广 Automatic 


P Redundanf ； 


: If checked. Automatic Configuration 
will create redundant arrays, 
where possible. 


Back I Next > 


Cancel 


Help 


To star! configuiation, click next 


Cuslom configuration 


4. レディ状態の物理ドライブアイコンを選択する。 

5. [Add to Array ] をクリックし、物理ドライブを New Array に割り当てる。 


MegaRAID Power 


Action： Arr が Definition 




巧げ sic 加 evhes tMeMBBaatej 

夸 Channel 1 

L。 [〇訓 niine 

今 Channel 2 

L。 剛-日 niine 

^ Channel 3 

Le [0 户: new 

^ Channel 4 

Le [0)A:new 


■ -rixi 


Add to Array I 
Add Spare 


L ogk:^ Devices 


f Adapter 
-S Array 1 
I 卜〇 Ch 1 ID 0 
I Lo 扣 2ID0 
--0 new array 
I h® Ch3ID0 
I L® Ch 4 ID 0 
-Global Hot Spare Pool 


く Back 


Next > 


Accept Array 


Reclaim 


Cancel 


Help 


Select diiveWAdd to Array and click Accept Array to close 


Custom configuration 


MegaRAID 
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6. [ AcceptArray ] をクリックし、 [ Next ] をクリックする。 

7. アレイの RAID Level とロジカルドライブの容量を巧める。 

8. アドバンスパラメータ (Write Policy など）の設ををする時には、 [ Advaned ] をクリックする。 

その場合は手順9に進んでください。 

アドバンスパラメータ (Write Policy など）の設定をしない時は、 [ Accept ] をクリックし、 
[ Next ] をクリックする。その場合は手順10に進んでください。 



9. な下の画面でそれぞれのパラメータを設定し、 [0 因をクリックする。 

手順8の画面に戻ったら、 [ Accept ] をクリックし、 [ Next ] をクリックする。 

LJnlxl 


Advanced Parameters 


stripe Size 

Read Policy 

Write Policy 
Cache pol か 

厂 ]| 



OK 


Cancel 
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-^ 

CQ システムの性能や安定した運用を行うために設定する値を制限している場合がありま 

す。保守サービス会社にお問い合わせください。 

心 ぶ 

10. な下の画面で構成するアレイの内容を確認する。内容確認後、 [Finish ] をクリックする。 



9 

£0 上の画面では Channe 巧〜4の ID0 の2台の物巧ドライブで、： R AI D Le ve 1が RAID1、 
容量が114439 MB のロジカルドライブを持つ、 Array2(A2) を作成します。 

も L ク 


11. お•下の確認画面で、 [OK ] をクリックする。 

新しい コンフイダレーシヨンがコントローラに セーブされます。 
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12. な下の確認画面で、 [0 K ] をクリックする。 
ロジカルドライブの Initi 址 ze を行います。 



9 

£0 キャン七ルした場合は、メイン画面の Logical Devices View でロジカルドライブアイコ 

ンを選択し 、 Logical Dry メニューの Initi 址 ze を選択して、 Initi 址 ze を実施してください。 

心 ぶ 
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5. 3. 5 Write Cache の設定の変更手順 

旧 torageNS のパフオーマンスを最大巧用するためには、本体内蔵のディスクアレイコントローラのライト 
キャッシュの設定を [Write Back ] に設定する必要があります。特に NFS 機能を巧用する場合にはこの設定 
は有用ですので、設定することをお勧めいたします。ただし 、 iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119] / NS 41 P / 
NS 42 P をご使用の場合、本体内蔵のデイスクアレイコントローラにはバッテリバックアップユニット 
( BBU ) が搭載されていないため、電源の瞬断などが発生した際に完全なデータの保証を約束できない場 
合があります 。 r Write backj の設をで巧用する陈は、無停電電源装置 （ UPS ) などの電源装置を利用して、 
安定した電源の供給ができるシステムを構築することをお働めします。また、 UPS を利用せず、データの 
保全性を重巧したい場合は、ディスクアクセス性能は若干、化下しますが 、 「Write throughj に設をして 
運用されることをお勘めします。 

1 .WebUI の「ディスク」一 「Power Console Plus 」 をクリックして [MegaRAID Power Console Plus ] 画 
面を起動しまず。 

注意： 

起動日をに [Cannnot access this program in the current browser zone ] とメッセーンか表不された場合は、 
ターミナルサービスにて接続したが態となることがありますので、[スタート]一[プログラム]一 
[MegaRAID Client ] をクリックして起動してください。また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入 
力欄（[アドレス]または[場所]など）に IP アドレスを指定して使用されている場合は、一度 、 WebUI 
を終了し、コンピュータ名で接続しなおしてください。 


2 . 


[Full Access ] を選 


択し OK ボタンを 
クリックします。 
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3. 


4. 


5. 


6 . 


ドロップダウンリス 
卜からアダプタを選 
択します。 

[Logical View] を選択 
しまず。 

[Logical Devices 」 ビ 
ユーで Write Cache 
を変更するロジカル 
ドライブを右クリッ 
クします。 

ショートカットメニ 
ユーで ^ ら [Change 
Policy] を選択します。 


Configuration Adapter Ehysical Drv Logical Drv Progress Help 




t«NS41P-TEST(L0CAL) ^ - 

.W ,1—1 

^ Addpter_ 1 ▼ 


詹 Channel 1 
し。 (OJAI-l-Onh 

を Channd 2 

L, [0)A1-2-Onh 

を Channel 3 

L 。 (OJAI-S-Onln 

夸 Channel 4 

L® のが - 4-Clnln 



7. 右の画面で [Write 
Policy] が [Write 
Thru] になって いたら/ 
[Write Back] に変 更\ 

して OK ボタンをク 
リックします。 


Chanae Drive Access 


Write Policy 


.Read Pol か 


Writ© Back 


formal 


l-lnlxl 


Cache Policy 


] Direct I/O 


3 


Cancel 


8. メニューの [Configuration] を選択して 「Exit」 を実行します。 [This will end this session!] とメッ 
セージが表示されるので、 OK ボタンをクリックして終了します。 

注意： 

ターミナルサービス画面が残った場合はロダオフしてください。 

9. WebUI の「ディスク」に戻ります。 WebUI を終了してください。 

W 上で Write Cache の設定の変更は完了です。 Write Cache の設定は変更後、直ちに有劾になります。 
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5.3.6 物理ドライブの Rebuild 実施手順 

物理ドライブの Rebuild 実施手順について説明します。 

1. メイン画面の Physical Devices View で Rebuild を実施する物理ドライブアイコン （ Fail 状態 
の物理ドライブアイコン）を選択する。 

2. Physical Drv メニューの 「RebuildJ を選択する 


•iZJ ぶ 


Qpnfifuratnn かわ 

回鱼 


fidapter 巧 Drv い以 I Drv Process ホわ 


CI92D 


巧 


iVSMMt D»M 
iChvwW 


ChaQce Stdtus 

£ rop ^ が 


I ィ I を I 因 I I み I Y I 


• り〉 READY 
»a)R£A0Y 
i (2)R£ADY 
> <3)REA0Y 
» U)R£ADY 
• 6)R£A0Y 


»Charvwl2 

、 の)巧 ADY 
-0<1)READY 
» の READY 


み Ct>annel3 



り) READY 
-• U)REAOY 
-• 巧) READY 
(6)Piroces«or 


LovkmI 0»«i 


, Adapter 
4'S Array 1 

I >-0101 

斗夕 Obbdll 


101 RAIDS 1024 MB 
lo6dl Hot Sp4re Pool 


口 Logical View 
广 Physical View 


No of Rtvitosl 4 


3. な下の確認画面で roKj ボタンをクリックする。 
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4. Rebuild を開始し、な下の画面で進搂が表示されます 



广 -^ 

d rAbort J ボタンをクリックすると、 Rebuild を強制終了させることができます 
Rebuild を実施したあとは Check Consistency でロジカルドライブの状態をチェック 
することをおすすめします 。 Check Consistency については、「5.3.6 ロジカルドライ 
ブの Check Consistency 実施手順」を参照してください。 

心 J 
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5. 3. 7 ロ ジカ / レ ドライブの Check Consistency 実施手順 

ロジカルドライブの Check Consistency 実施手順について説巧します。 


1. メイン画面の Logical Devices View で Check Consistency を実施するロジカルドライブアイコンを選 
択ずる 

2. Logical Drv メニューの 「Check Consistency 」 を選択する。 



3. な下の確認画面が表示されますので、「〇町ボタンををクリックしてください。 
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4. Check Consistency を開始し、な下の画面で進披が表示されます。 
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5. 3. 8 定期的な Check Consistency の実施 

アレイディスクに巧して、定期的に Check Consistency を実施することで、検出した不整合を修復するこ 
とにより、物理ドライブ障害時の Rebuild 失敗を未然に防ぐことができます。また 、 Check Consistency 
はロジカルドライブの全面 Read を行ないます。これは、物理ドライブの普段アクセスのない部分につい 
てもアクセスを行なうことになるので、物理ドライブの後発不良の早期検出の役目を果たすこともできま 
す。このため、定期的な Check Consistency の実施はマルチドライブフェイル状態の発生の確率を低下さ 
せることができ、アレイシステムの安定した運用を保つことができます。この定期的な Check Consistency 
は、コマンドプロンプトで下記実行形式のコマンドを動作させることで行います。このコマンドはスケジ 
ュールを設定するためのコマンドです。スケジュールを設定し Check Consistency を実施した場合、開始 
/終了および1日分間隔の実行状態がイベントログに出力されます。 

Check Consistency の実行条件 

AMI ディスクアレイシステムであること 
Power Console Plus をインストールしていること 
MegaServ サービスが開始になっていること 

実行形式 

•形式 

megactrl argl [ arg 2 [ arg 3 [ arg 4 [...]]]] 

( megactrl . exe は Power Console Plus をインストールすると一般に 「 c :¥ winnt ¥ system 32」 にインスト 
ールされます） 


巧用例 

■ 日曜日ごとに0時に Check Consistency を実施する場合 
megactrl -cons "hO "dO "wl 

■ すべての コン トローラのすベての Check Consistency を終了させる場合 
megactrl -cons -abort 

■ Check Consistency のスケジュールを無劾にする場合 
megactrl -disChkCon 

■ Check Consistency のスケジュールを有劾にする場■合 
megactrl "enChkCon 

が 

d システムの PATH の設をによって上記のコマンドにディレクトリの指定が必要になります。 

例 ■ C:¥winnt¥system32¥meaactrl -cons 

心 
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引数 

意味 

argl 

■cons 

Check Consistency のスケジユール設定を行います。時間設定の他 

の汪巧 が後続します。他の arg の指定がないときはそれぞれのデフ 

ォルト値使われます。 

な rg 2 〜な rgi 

-h 

Check Consistency の開始時間を設定します。 0 時から 23 時まで設を 

巧能です。（デフオルトは 0 時） 


-d 

Check Consistency を動作させる曜日を〇〜 6 で設定します。 

(デフオルトは日曜日で 0) 


■w 

Check Consistency の動作間隔を〇〜 24 で週間隔を設定します。 

なお- wO はを日を意味します。（デフォルトは 1 週間隔） 


- dateMM / DD/YYYY 

Check Consistency の動作開始日を設定します。 

(デフオルトは コマン ド実施曰） 

YYYY の範囲は 1900 〜 2038 (2038 年を超えることはできません） 


-abort 

Check Consistency が実施中ならば、終了させます。 

argi 

-enChkCon 

スケジユール時間に Check Consistency を実施させます。 

(デフオルト） 


-disChkCon 

スケジユール時間の Check Consistency を抑止します。動作中の 

Check Consistency には影響しません。 -enChkCon と同時に指定 

した場合は最後に指定した方が有効になります。 


CQ 上記で説明しているパラメータな外は使用しないでください。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.4 パーテイシヨンの作成手順 


新たにロジカルドライブを増設した場合、な下の手順でパーティションを作成します。 

① WebUI の[ディスク]-[ディスクとボリューム]より 、 Disk Management 画面を表示します。 

② 「©不明」 と表示されているディスクを右クリックし[署名]を選択します。 

③ [署名する]ダイアログボックスが表示されますので、署夕するディスクをチェックし [0 因ボタンをク 
リックします。 

④ 味割り当て]の領域を右クリックし、レくーティションの作成]を選択した後、おを様の仕様にあわせて 
パーティションを作成します。 

注）パーティションの種類として[プライマリパーティション]を選択すると、1ロジカルドライブに 
4つまでしかパーティションを作成できません。 

⑥[メンテナンス]-[シャットダウン]-席起劍を選択して、旧 torageNS を再起動します。 


5.5 ディスクアレイコンフイグレーシヨン情報のバック 



iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119]/ NS 42 P / NS 410 / NS 420/ NS 610 では、最新のデイスクアレイコンフイグレー 

シヨン情幸良を必ずバックアップしておいてください。（出荷時の構成のままでごイ吏用になる場合もバックア 
ップを作成してください 。） iStorage NS 22 P [ NF 8100 -119]/ NS 42 P でのバックアップ方■法については、装 
置'添付のユーザーズガイドの第4章 「 EXPRESSBUILDER ( SE ) J を参照してください。 
iStorage NS 420 でのバックアップホをについては、装置添付のユーザーズガイドの第4章「保守.管理ツ 
ール」を参照してください 。 iStorage NS 410/ NS 610 の場合は 、 RAID EzAssist を巧用して行います。バ 
ックアップ方法に関しては、装置添付のユーザーズガイドの第6章 「 RAID コンフィグレーション」を参 
照してください。 
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5 ディスクとメモリ管 a 


5.6 ディスク/ボリュ'ームの構成 


旧 torageNS は工場出荷時には、な下のボリューム構成になっています。 


iStorage NS 21 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

ディスク0、1:システム領巧：約 4 GB 

ユーザー領巧：約 70 GB 

iStorage NS 22 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

[ NF 8100-115] 

ディスク0、1:システム領域：約 12 GB 

ユーザー領域：あ 99.5 GB 

iStorage NS 22 P 

ライトモデル 

スリムタワータイプ 

[ NF 8100-119] 

ディスク0、1:システム領域：約 12 GB 

ユーザー領域：あ99.75 GB 

iStorage NS 41 P 

エントリモデル 

ミニタワータイプ 

ディスク0 :システム領域：約10 GB 

ディスク1:ユーザー領域：約325 GB 

iStorage NS 42 P 

エントリモデル 

. タワータイプ 

ディスク0 :システム領域：約12 GB 

ディスク1:ユーザー領域：約323 GB 

iStorage NS 410 

エントリモデル 

. ラックタイプ 

ディスク0 :システム領域：約10 GB 

ディスク1:ユーザー領域：約127 GB 

iStorage NS 420 

エントリモデル 

. ラックタイプ 

ディスク0 :システム領域：約 33 GB 

ディスク1:ユーザー領巧：約136 GB 

iStorage NS 610 

ミツドレンジモデル 

. ラックタイプ 

ディスク0 :システム領巧：約33 GB 

ディスク1:ユーザー領域：約136 GB 

iStorage NS 810 G 

ハイエンドモデル 

•ラックタイプ 

ディスク0 :システム領域：約 33 GB 

ユーザー領域は接続した S シリ ーズの 構成によります。 


システム 領域：構成を変更しないようご注意下さい。ユーザー領域としてはご使用にならないで下さい。 
ユーザー領域：共有として アクセス する領域を作成するための領域です。 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 21 P の場合 


NF8100-107 - 夕ーミナルサーピスクライアント- Microsoft Internet Explorer 


m 


ファイルの源実生）ま示がおちに入り(がツ-ルのヘルプが 


^戻る-" ♦ ，’3齒迎 I なおま迎わ尉こ 入りこ 身 履歴：聲 ， 


丄アドレス屯） I 芭 http ： //nf8100-107 ： 8099/disk/diskjjrop.asp?Tab1=TabsDisks&Tab2=TabsDisksDisks&RetumURL=tasksSfi2Easp3S3FTab13S3DTabs['J ド巧が） I j リンウ 


胡化 I が態[ネットワーク 


ディスク 

于ィスブとポリューム I 了ィスククォーツ I Persistent Storage Manager 


巧ち i グソテナンス （コントローラ I ヘルブ I 


Windows 2000ディスク管巧スナッブインを巧ってログオンしてくださし、。完了したら、スナッブインのウィンドウを巧じてくださし、。これにより、ターミ 
ナルヴービスのクライアントのセッションは自動的にらいじられます。 


巧佩かをモ(の！ I 


i を圃 i 度 i 姐 


■，に叫 


ポリューム 

^BSf 

ロボリューム巧;） 


1 レ借卜加 


] ファイルシス...れ'お 


I [容る 


I [をき巧が担お 


ミラ、 

ミラ、 


タイナミック 
タイナミック 


NTFS 

NTFS 


IE 诺' (シス... 

正ち 


4.01 GB 
70,00 GB 


し 74GB 
69.93 G8 


システム領域 

構成を変更しないで下さい 


むライシ 


X 


ミラー構成時に必要 


A 


がディスウ0 
タイナミック 

74.50 G 巳 

オシラィシ 

忙） 

4.01 GB NTFS 

正が（システム） 」 

ボリューム （ E:) 

70,00 GB NTFS 
正巧 

510 MB 
未割り当て 

がディスウ1 




タイナミック 

い。） 1 

ボリュームけ:） 


74.50 GB 

14.01 GB NTFS | 

70,00 GB NTFS 

510 MB 

オシラィシ 1 

1 正が(システム） 1 

正巧 

ホ割り当て 


■ホ割り当て ■ミラー ボリューム 


を! パージげま示されました 


ユーザー 領域 



イシトラネット 


こ] 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 22 P ( NF 8100-115) 


サーピスクライアント - Microsoft Internet Explorer 


J ファイルの漏集の 新、 W お新こ入り迫）ツ-ルのヘルプが 


-inlxi 


J '{■•戻る，今，固。ななま这 J わ尉こ入り分お巧 I 覃1，4^ 


J アドレス ( り） I を http ： //ns22p ： 8O99/disk/diskj)rop.asp?Tabl=TabsDisks&Tab2=TabsDisksDisks&ReturnURL=tasks?j2EaspJ0FTab1®DT3bsDisks 


づみ時め IJ リン 。: 


{Storage 


f 脱シリーズ 


ns22p 

状態:巧を 

i ューザー I 其ち f タンテナンス I コントローラ i ヘルブ I 




ディスクとポリューム I 了イスククォータ I Persistent Storage Manager | 


Windows 2000 ディスク管巧スナッブインを巧ってログオンしてくださし、。完了したら、スナッブインのウィンドウをなじてください。これにより、夕ーミナルヴービ 
スのクライアントのセッションは自動が]にら 1じられます。 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 22 P ( NF 8100 -119) 


ISTORAGE-NS - 


Internet Explorer 


ファイルの漏実の表示が）わ寅•に入り ( A ) ツールのヘルプが） 


■ inl XI 

JD 


J '^■•房る 


4固：3ななま进わ尉こ入り分おお1醫，^ 


J アドレス ( D ) I を http;//istorage-rrs:8099/diskydisk prop.asp?Tabl=TabsDisks&Tati2=TabsDisksDisks&ReturnURL=tasks%2Easp%3FTabl%3DTabs[，l ピ； を劫 | j L 


I がお I ネットワーク 


ディスク I 


か 


ディスクとポリューム I 7^ィスククォータ I Persistent Storage Manager | Power Console Plus | 

Windows 2000ディスク管巧スナッブインを巧ってログオンしてくださし、。完了したら、スナッブインのウインドウを閒:てくださし、。これにより、 
ターミナルヴービスのクライアントのセッションは自勤的に巧じられます。 



* 出荷時の構成です 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 41 P の場合 



本 上の図はアレイ構成を RAID 目 (3 D + P ) で構築した図です 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 42 P の場合 


NS42P -夕ーミナルサーピスクライアント- Microsoft Internet Explorer 


乃イルを）漏集怎）まモ(^^)わ尉こ入0(がツ—ルのヘルプ(ぶ 
^:-戻る，斗 • な圓づ}ながま liJ わ気に入り vJ 原お1覃1，^ 


回 ぶ 

J^9 


J アドレス屯） 1^1 http：//ns42p：8099/disk/disk Drop.asp?labl=labsDisksfiTab2=TabsDisksDisks&ReturnURL=tasksSfi2Easp3S3FTab1SS3DTabsDisks '^1 _グお旣 jj リシウ 



本上の図はアレイ構成を RAID 5 (3 D + P ) で構築した図です 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 410の場合 




藻ス9-卜 IJ (^な1注|回圓回函夕[11"'5?皿 い層旺 TORAGE - NS "0 踩 贸か过 けが 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 420 
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5 ディスクとメモリ管理 


iStorage NS 610の場合 




ファイルのお案のま示がわ新ジぶ(がツ-ルのヘルフお） 


た戻る，み • 0巧な@なま应わ就:入り〇おお因，昼国 


J アドレス也》 I を http ：// ns 610：8099/ disk / diskj ) rop . asp ? Tab 1 = TabsDisks & Tab 2= TabsDisksDisks & ReturnURL = tasks ? f 2 EaspJCFTab 1> S 3 DTabsDisks 


，| が谢いンゥ， 


iStorage 


WS シリーズ 


I 巧お！ネットワーク 


NS610 
巧お:る常 


I ユーヴ ー I みち I グソテナンス I コントローラ I ヘルプ I 



ディスクとボリューム I ディスククォータ I Persistent Storage Manager | ディレクトりクォ-夕 | 記怕巧レポート|コァイルスクリーニンヴ [ GAM クライアント| 

Windows 20 Q 0 ディスク官巧スナツブインを使ってロヴオンしてください。完了したら、スナッブインのウィンドウを閉じてくださし、。これにより、ターミナルブービスのクライア 
ントの它ッシヨ：/は自動のに閉じられます。 



盾 ぺ-ジ がを示されました 
赛ス々ート」 I ] 巧 在! 固 I を] NS 610 - お— ミナ ルサ… 


吟 霉 11:16 
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5 ディスクとメモリ 管理 


iStorage NS 810 G の場合 


NS810G - ターミナルサーとスクライアント - Microsoft Internet Explorer 


-inlxi 


ファイルの漏実のを示な）わをじ入り ( がツ-ルのヘルプ妙 


戻る，-►’过固。ななま过わをに人り --jmm 載，^ 


J アドレス ( り） I を http ： //ns810g ： 8099/disk/diskjDrop.asp?Tabl=TabsDisks&Tab2=TabsDisksDisks&ReturnURL=tasksJS2Easp8{3FTablSQDTabsDisks 


，| ^>怯かレじゥ 


閱お 1 が態 I ネットワーク 


I ディスク i 


-づ.一 共ち'メンテナンス I コントローラ■ヘル ブ’ 


ディスクとポリューム J ディスククォータ I Persistent Storage Manager | ディレクトリクォータ | iE / IS 巧レボ-卜 | ファイルスクリ'■ニンヴ| GAM クライアント| 

Windows 2000ディスク管 i 軍ストンブインを使ってログオンしてください。完了したら、スナッブインのウィンドウをら 1 じてください。これにより、夕ーミナルヴービ 
スのクライアントのた、ソシヨンは自動が]にら1じられます。 


1 巧怕がを示(の U 和 *1® 面 I なリ 回站 




哲 ぺ-ジがま示されましを 


•11 睡イントラネット 


zl 


既存のパーティション構成を変更する場合や、ディスクの追加 (iStorage NS 21 P / NS 22 P / NS 41 P / NS 42 P 

では不可）などで新たにパーティションを追加する場合はが下の手順で行います。尚 、 iStorage NS は内 
部で NTFS ファイルシステムを使用してローカルなファイルアクセスを行っています。そのため、新たに 
ご使用になるディスク/ボリュームは、必ず NTFS でのフォーマットを行う必要があります。 


f -^ 

CQ ボリュームの変更等を行うと、ディスクに保存されていたデータはすべて消去されます。 

フォーマットする際には十分ご注意願います。 

心 J 


①プライマリナビゲーシヨンバーの、「ディスク」をクリックします 
感 「ディスク J ページで「ディスクとボリューム J をクリックします 
赁）ユーザー 「 Administrator 」 とそのパスワードを入力し、ログオンします 
霞 「Disk ManagementJ ツールが起動します 

感パーティシヨンの作成.変更と NTFS でのフォーマットを行います。 

© 「Disk Management 」 ツールを終了するには、右上のをクリックして下さい。 
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5 ディスクとメモリ管 a 


5. 6. 1 ボリューム変更時の注意事項 

1 . ボリュームの削除/を更を行う場合、既存のボリュームに設をしてある共有を解除してから行って下 
さい。再設を後、古い設定のためにボリュームが正しく見えない場合があります。共有についてはを 
プ ロト コルの共有の設をについての記述を参照して下さい。 

2. ボリュームの削除/変更を行う場合、固定記憶域マネージャ機能で既に取得した固をイメージを削除 
し、固定記憶域マネージャ機能の使用を停止してから行ってください。固定記憶域マネージャについ 
ては、12章を参照して下さい。 

3. ディスクのをボリュームに割り当てているドライブ文字を'変更すると「共有フォルダ」にて共有情報 
を正しく表示できなくなりますので、特に指をのない限りは、ドライブ文字の変更は行わないでくだ 
さい。 

4. [ディスクーディスクとボリューム]にて 、 iStorage NS にログオンすると、通常 、 Disk Management 
画面を開きます。ただしブラウザの環境により、に annot access this program in the current browser 
zone ] とメッセージが表示され、ターミナルサービスにて接続した状態となることがあります。この場 
合は、[スタートープログラムー Administrative Tools —Computer Management ] を起動して、[記憶 
域ーディスクの管埋を選択してください。また、 WebUI を使用する際に、ブラウザの URL 入力欄（[ア 
ドレス]または[場巧]など）に IP アドレスを指をして使用されている場合は、一度 WebUI を終了 
します。ブラウザを再起動後、 URL 入力欄にな下のように iStorageNS のコンピュータ名を指定し 
WebUI を使用できるが態になった後、改めて同様の処 a を行うと、正しくご利用できるようになるこ 
とがあります。 

「h は P :// コンピュータを:8099/」または 「 https :// コンピュータぶ:809 汾 J 

5. ターミナルサービス領域に入っての設定画面を同時に開いたままのが態にはできません。このため、 
[デ イスクー ディスクとボリューム]や[ディスクー GAM クライアント]、[ディスクー Power Console 
Plus ]、 [ネットワークー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて、旧 torage NS にログ 
オンしようとした際にな下のメッセージを表示する場合があります。この場合は、[ディスク ー デ イス 
クとボリューム]や[ディスクー GAM クライアント]、[ディスクー Power Console Plus ] 、[ネットワ 
ーク ー NIC の構成]、[メンテナンスーバックアップ]等にて Disk Management 画面や Global Array 
Manager 画面 、 Power Console Plus 画面 、 Intel PROSet II 画面、ノ《ックアップ画面を終了してくだ 
さい。その後、同様のメッセージが表示される場合は、一度ブラウザを終了した後しばらく経ってか 
ら操作を行ってください。その後にもメッセージが表示される場合は 、 iStorage NS を再起動してく 
ださい。 

— The terminal server has exceeded the maximum number ot allowed connections ■(夕 ' — ; ナ/レ 
ナーバーは許可された最大接続数を超過しました） 

-システムにログオンできません (1 B 8 E )。 再実行するか、システム管理をに問い合わせてください。 

6. ディスク ボリュームの追加/削除を行ったときには再起動しないと エクスプローラから ボリュームが 
正しく見えないことがあります。 
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5 ディスクとメモリ管 a 


5. 6. 2 Windows のマウントについて 

本製品は、任意のドライブを特定フォルダの下の階層に割り当てる Windows のマウント機能が設定でき 
ます。 

マウントする際の注意事巧） 

(1) 管 a をか管理者グループのメンバとしてログオンしている必要があります。 

(2) マウント先フォルダ條量を増やしたいフォルダ)は空である必要があります。（マウント後、マウ 
ント先フォルダはドライブ表示になります。そのため、な下マウント先ドライブと記述していま 
す。） 


マウントの方をは次のように2つあります。マウント手順は共に同様で、②でマウント元を NTFS ボリュ 
ームとするか未割り当ての領域とするかが異なるだけです。 

( A ) マウント元がドライブを割り当てられている（未割り当ての領域ではない）が態の場合。（この場合、 
再起動するとエクスプローラには、マウント先ドライブだけでなく、マウント先ドライブと同じ内容 
を持つマウント元ドライブも表示されます。） 

( B ) マウント元が未割り当ての領域の場合。（この場合エクスプローラにマウント元ドライブは表示されま 
せん。） 


1. [マイコンピュータ]を右クリックして [ Manage ] をクリックします。 

2. [ツリー]タブの[ディスクの管理を開き、マウント元ドライブとなる " NTFS ボリューム"または"未 
割り当ての領域"を右クリックして[ドライブ文字とパスのを更]をクリックします。 

3. [ドライブ文字とパスのを更]ダイアログボックスで、マウント元ドライブを選択し、[追加]ボタン 
をクリックします。 

4. [ドライブ文字またはパスの追加]ダイアログボックスで、[参照]ボタンをクリックします。 

氏[ドライブパスの参照]ダイアログボックスで、空のフォルダを選択する力\または怯 f しいフォル 
ダ]ボタンをクリックして新しくフォルダを作成後それを選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

6. [ドライブ文字またはパスの追加]ダイアログボックスで、 OK をクリックします。 

7. な上でマウントは完了です。 

マウントの確敲手順 

1. [マイコンピュータ]を右クリックして [ Manage ] をクリックします。 

2. [ツリー]タブの[ディスクの管理]を開き、フォルダの下の階層に割り当てるドライブの NTFS ボリュ 
ームを右クリックして[ドライブ文字とパスのを更]をクリックします。 

3. [ドライブ文字とパスの変更]ダイアログボックスで、[ボリューム（ドライブ名：）¥フォルダを]が 
追加されていればマウントできていることになります。 
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5 ディスクとメモリ管 a 


アンマウントの手順 

1. [マイコンピュータ]を右クリックして [ Manage ] をクリックします。 

2. [ツリー]タブの[ディスクの管埋を開き、マウント元ドライブ備嫩を右クリックして[ドライブ文 
字とパスの変更]をクリックします。 

3. [ドライブ文字とパスのを更]ダイアログボックスで、[ボリューム （E :) ¥フォルダを]を選択し、 
削除ボタンをクリックします。 

4. [確認]ダイアログボックスで yes をクリックしてください。 

な上でアンマウントは完了です。 

マウントに関しての制限事項 

ローカルコンピュータ 上の操作に おいて、マウント 先下のフォルダ（ファイルではありません）を削除 
しようとすると次ようなメッセージが表示されます。 

<フォルダ《> を削除できません：アクセスできません。 

送り側のファイルが使用中の可能性があります。 

ただし、 リモートコンピュータ （WebUI ではありません。）から ローカルコンピュータ上のマウント 先下 
のフォルダを削除するときは問題ありません。 

回避策として下のいずれかの方法を取ってください。 

. Windows エクスプローラを用いてフォルダを削除する場合は、 SHIFT + DELETE キーを押し 
てください。 

. コマンドプロンプトウィンドウを用いてフォルダを削除する場合は、「 rd / s/q J コマンドを 
巧用することによりファイルまたはフォルダを削除します。 
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5 ディスクとメモリ管理 


5.7 メモリを増設した場合の注意 

メモリを増設した場合は、システムのページングファイル（仮想メモリ）のサイズをメモリを量に応じて 
増やす必要があります。な下の手順で行います。 


1. 管理用 PC でブラウザを起動し、旧 torage NS の WebUI を起動します。 

2. [メンテナンス]^[ターミナルサービス]をクリックして夕ーミナルサービスクライアントを起動しま 
す。 

3. administrator 権限を持っユーザーぶとパスワードでログオンします。 

4. マイコン ピュータを右クリックし、[プロパティ]を開きます。 

5. [詳細]タブをクリックし、レくフォーマンスオプション]を開きます。 

6. [仮想、メモリ]の隧更]をクリックし、隨択したドライブのページングファイルサイズ]の助期サイズ] 
を物理メモリ容量の 1. 日倍な上に、[最大サイズ]を同じく物理メモリ容量の3倍に変更し、啟妇を 
クリックします。（[初期サイズ]、[最大サイズ]に設定できる値は "4095" までです。搭載メモリの 
1.日倍、3倍の値が "4095" を超える場合は "409 日"を設をします。） 

7. [ OK ] をクリックして、[仮想メモリ]、レくフォーマンスオプション]、[システムのプロパティ]ウインド 
ウを 閉じます。 

8. ターミナルサービスクライアント画面をログオフし、[メンテナンス]-[シャットダウン]-[再起動]の 
順にクリックして、 iStorageNS を再起動します。 

f つ 

CQ ページングファイルを OS 領が （ C ドライブ）から化のドライブにを更しないでください。 

^ ぶ 
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